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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）から OracleAS 10g（9.0.4）Forms and 
Reports Services に、Oracle Forms と Oracle Reports をアップグレードする作業について記
載しています。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、開発者、システム管理者、データベース管理者など、Oracle 
Application Server で、Oracle Application Server Forms Services と Oracle Application 
Server Reports Services の開発、配布および管理を担当する方を対象としています。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成

第第第第 1 章「アップグレードの実行」章「アップグレードの実行」章「アップグレードの実行」章「アップグレードの実行」

この章では、OracleAS Forms and Reports Services のアップグレード処理を解説し、
OracleAS Upgrade Assistant を使用して Oracle Application Server Forms Services のアップ
グレードの大半を実行する方法について説明します。

第第第第 2 章「トラブルシューティング」章「トラブルシューティング」章「トラブルシューティング」章「トラブルシューティング」

この章では、アップグレード中にエラーが発生した場合のトラブルシューティングおよび解
決方法について説明します。

第第第第 3 章「アップグレードの完了」章「アップグレードの完了」章「アップグレードの完了」章「アップグレードの完了」

この章では、OracleAS Upgrade Assistant の処理が終了した後で、アップグレード完了のた
めに実行が必要となる作業について説明します。こうした作業のうち、必要なものが一部に
なるかすべてになるかは、アップグレードした構成によります。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次に示す Oracle Application Server の各種マニュアルを参照してください。

� Oracle Application Server のアップグレード・ガイド

� Oracle Application Server 10g Forms and Reports Services のリリース・ノート

� Oracle Application Server 10g Forms and Reports Services のインストレーション・ガイ
ド
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表記規則表記規則表記規則表記規則
アップグレードの場合、前回のリリースの Oracle ホームと新しいリリースの Oracle ホーム
を区別する必要があります。このマニュアルでは、前回のリリースの Oracle ホームを
「ソース Oracle ホーム」と呼称します。また、新しいリリースの Oracle ホームを「アップグ
レード先 Oracle ホーム」と呼称します。通常の場合、Oracle ホームは、ファイル・ロケー
ションにおける完全パスとして指定する必要もあります。Oracle ホーム・パスの表記規則
は、このマニュアルで使用される印刷上の表記規則に含まれています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

    .
    .
    .

垂直の省略記号は、例に直接関連しない複数の行が省略されていること
を示します。

. . . 文やコマンドの中にある水平の省略記号は、例に直接関連しない文やコ
マンドの一部が省略されていることを示します。

固定幅フォントの小文
字

ファイル名、パス名、コマンド名、コード、URL など。

固定幅フォントの小文固定幅フォントの小文固定幅フォントの小文固定幅フォントの小文
字のボールド字のボールド字のボールド字のボールド

ユーザーが入力する文字。

固定幅フォントの小文
字のイタリック

テキストやコードに入っている変数。

<source_MT_OH> リリース 2（9.0.2）の中間層 Oracle ホームへの完全パス。

<destination_MT_
OH>

10g（9.0.4）の中間層 Oracle ホームへの完全パス。
vii
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アップグレードの
1

アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行アップグレードの実行

この章では、Forms/Reports Services のアップグレード処理を解説し、OracleAS Upgrade 
Assistant を使用して Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの大半を実
行する方法について説明します。ここで扱うトピックは次のとおりです。

第 1.1 項「Forms/Reports Services のアップグレード処理」

第 1.2 項「OracleAS インスタンスの停止」

第 1.3 項「OracleAS Upgrade Assistant の使用方法」
実行 1-1



Forms/Reports Services のアップグレード処理
1.1  Forms/Reports Services のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理のアップグレード処理
この項では、Forms/Reports Services のアップグレード処理の概要を詳細に説明し、アップ
グレードの前提条件を示します。OracleAS Upgrade Assistant でコンポーネントごとに実行
される処理の概要も説明し、OracleAS Upgrade Assistant の処理が完了した後に必要な手動
の作業についても触れます。

1.1.1  Forms/Reports Services のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要のアップグレード処理の概要
Forms/Reports Services のアップグレード処理を図 1-1 で説明します。中間層のアップグ
レードは次の手順で構成されます。

1. リリース 2（9.0.2）の Unified Messaging または Business Intelligence and Forms インス
トール環境がコンピュータ上にあり、そこにアプリケーションおよび構成のデータが含
まれています。

2. Forms/Reports Services インストール・タイプの 10g（9.0.4）中間層インストレーショ
ンが、同じコンピュータ上の新しい Oracle ホームにインストールされます。

3. OracleAS Upgrade Assistant が実行されます。これは OracleAS とともにインストール
されるツールで、Forms/Reports Services のアップグレード・タスクの大半を自動化す
るものです。このツールを実行すると、ソースの中間層インストレーションから 10g
（9.0.4）インストレーションに、アプリケーションおよび構成のデータがコピーされま
す。一部の構成に関しては、アップグレードを完了するために、手動による作業が必要
な場合があります。 

4. （オプション）ソースのインストレーションを使用中止にします。

注意注意注意注意 : 10g（9.0.4）の中間層のインストレーションでは、リリース 2
（9.0.2）の中間層と同じポート番号が一部使用されます。両方の中間層を
使用する場合は、ポートの競合を回避するために、一方の中間層でポート
番号を割り当てなおす必要があります。影響を受けるコンポーネントは
Oracle Enterprise Manager、Oracle HTTP Server および Oracle 
Application Server Web Cache です。
1-2 Oracle Application Server 10g Forms and Reports Services アップグレード・ガイド



Forms/Reports Services のアップグレード処理
図図図図 1-1 中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード中間層のアップグレード

1.1.2  アップグレードを開始する前にアップグレードを開始する前にアップグレードを開始する前にアップグレードを開始する前に
アップグレード作業を実行する前に、作業対象のインストレーションに関して、サポートさ
れているアップグレード・パスが含まれていることと、必要な条件がすべて有効であること
を確認する必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle 9iAS リリース 2（9.0.2）BI and Forms のインストレーション
からアップグレードする場合や、このインストレーションで Single Sign-On
が有効になっている場合、OHS 構成ファイル httpd.conf の内容は次のように
なります。

 include "<yourPath>/Apache/Apache/conf/mod_osso.conf"

Forms/Reports Services インストール・タイプにアップグレードした後も、
この include 文は引き続き存在します。Forms/Reports Services インストー
ル・タイプには SSO がないため、httpd.conf では、この行をコメント・アウ
トしても問題ありません。
アップグレードの実行 1-3



Forms/Reports Services のアップグレード処理
1.1.2.1  Forms/Reports Services でサポートされているアップグレード・パスでサポートされているアップグレード・パスでサポートされているアップグレード・パスでサポートされているアップグレード・パス
表 1-1 は、Forms/Reports Services のアップグレードでサポートされているアップグレー
ド・パスのリリース、インストール・タイプおよびトポロジを示しています。

1.1.2.2  アップグレードの要件アップグレードの要件アップグレードの要件アップグレードの要件
OracleAS 10g（9.0.4）Forms and Reports Services をインストールする際には、次の要件に
従う必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）Forms and Reports Services は、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）製品と同じコンピュータにインストールする必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）Forms and Reports Services は、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）製品をインストールしたオペレーティング・システム・ユーザーと同
じユーザーがインストールする必要があります。

� Oracle Application Server 10g（9.0.4）Forms and Reports Services は、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.2）製品とは別の Oracle ホームにインストールする必要があります。

� アップグレードされるのは、ソース Oracle ホームとアップグレード先 Oracle ホームの
両方で構成されたコンポーネントのみです。

表表表表 1-1  Forms/Reports Services のアップグレード・パスのアップグレード・パスのアップグレード・パスのアップグレード・パス

ソースソースソースソース Oracle ホームホームホームホーム アップグレード先アップグレード先アップグレード先アップグレード先 Oracle ホームホームホームホーム

インフラストラクチャを使用している
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Business 
Intelligence and Forms

OracleAS 10g（9.0.4）Forms and Reports 
Services

インフラストラクチャを使用していない
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Business 
Intelligence and Forms

OracleAS 10g（9.0.4）Forms and Reports 
Services

インフラストラクチャを使用している
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Unified 
Messaging

OracleAS 10g（9.0.4）Forms and Reports 
Services

インフラストラクチャを使用していない
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Unified 
Messaging

OracleAS 10g（9.0.4）Forms and Reports 
Services
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Forms/Reports Services のアップグレード処理
1.1.2.3  OracleAS Upgrade Assistant Forms and Reports Services の処理の処理の処理の処理
表 1-2 では、Forms/Reports Services のアップグレードで実行される自動および手動のすべ
ての処理について説明します。

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業

Oracle Process 
Manager and 
Notification 
Server

� <source_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlファイルを 10g（9.0.4）形式に変

換します。

不要。

� 変換された <source_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlファイルを

<destination_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlファイルとマージします。

gid="dcm-daemon"を含むノードを除き、すべてのカスタム・ノードを

<destination_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlに挿入します。

� 注意注意注意注意 : OracleAS Upgrade Assistant では、opmn.xml内の Oracle Application 
Server Containers for J2EE インスタンスに対して行われた変更はアップグレー

ドされません。これには、インストーラによって作成されたインスタンス
（ホーム、OC4J_WIRELESS、OC4J_DEMOS、OC4J_PORTAL、OC4J_BI_
FORMS）と、ユーザーが作成したインスタンスが含まれます。OC4J のアップ

グレード処理では、ホーム・インスタンスおよびユーザー定義のインスタンス
が、ソース Oracle ホームにデプロイされているアプリケーションを使用して

アップグレードされます。それ以外にインストーラで作成された OC4J インス

タンスでは、opmn.xml内の Oracle Application Server 10g（9.0.4）の設定が

採用されます。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の設定を保持する場合は、手動

で作成する必要があります。

Oracle 
Application 
Server 
Containers for 
J2EE

� OracleAS Upgrade Assistant で、ソース Oracle ホームに接続する別個のプロセ

スが作成されます。

第 3.1 項「Oracle 
Application Server 
Containers for J2EE

（OC4J）のアップグ

レードの完了」（3-2
ページ）

� このプロセスでは Distributed Configuration Management バージョンを使用し

て、アップグレード対象に選択されたインスタンスを調べます。

� Distributed Configuration Management で、アプリケーションがデプロイされ

ているソース Oracle ホーム内のインスタンスのリストが作成されます。

<source_MT_OH>/j2ee/deploy.ini*ファイルで定義されている Oracle 固

有の OC4J インスタンス（OC4J_Portal など）は無視されます。これらのイン

スタンスは OC4J のアップグレード候補です。

� Distributed Configuration Management で、一覧表示されているアプリケー

ションの EAR ファイルのリストが作成されます。

� OracleAS Upgrade Assistant で、アップグレードされるファイルのバックアッ

プが作成され、そこに preUpgradeという接尾辞が付加されます。一意な

ファイル名を作成するために、必要に応じて、
<file name>.preUpgrade.1のように、整数が付加される場合もあります。

� OracleAS Upgrade Assistant で、principals.xml、data-sources.xml、
jazn-data.xmlおよび jazn.xmlが、アップグレード先 Oracle ホームにコ

ピーされます。
アップグレードの実行 1-5



Forms/Reports Services のアップグレード処理
� SMI API を使用して、oc4j.propertiesファイルに定義されているプロパ

ティを opmn.xmlファイルに追加します。

� OracleAS Upgrade Assistant で、EAR ファイルが再作成され、アップグレード

先 Oracle ホームに再デプロイされます。このステップでは、OracleAS 
Upgrade Assistant によって、アプリケーションの

application-deploymentsディレクトリの中で、orion 固有のファイルが

すべて検索されます。また、principals.xmlや jazn-data.xmlなど、ア

プリケーション固有の構成ファイルも検索されます。

� Distributed Configuration Management で、デプロイされている各アプリケー

ションに関連付けられているマウント・ポイントを反映して、mod_
oc4j.confが更新されます。

Oracle HTTP 
Server

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに httpd.confファ

イルをコピーして、パスの <source_MT_OH>を <destination_MT_OH>に

置き換えてから、10g（9.0.4）ファイルの変更およびリリース 2（9.0.2）以降に

行われたカスタマイズを、アップグレード先 Oracle ホームの対応するファイ

ルに適用します。

第 3.2 項「Oracle 
HTTP Server のアッ

プグレードの完了」
（3-11 ページ）

� <source_MT_OH>のmod_oc4j.confファイルでOc4jMountディレクティブ

を検索し、文字列 ajp13://、cluster://または instance://を含む

Oc4jMountディレクティブを、<destination_MT_OH>の mod_
oc4j.confファイルにコピーします。

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに mod_osso.conf
ファイルをコピーして、ソース Oracle ホームのパスをアップグレード先

Oracle ホームのパスに置き換えます。OssoConfigFile ディレクティブで参照さ

れている osso.confファイルがコピーされ、10g（9.0.4）の不明瞭化された

ファイルに変換されます。

� ソースOracleホームからアップグレード先Oracleホームにmoddav.confファ

イルをコピーして、ソース Oracle ホームのパスをアップグレード先 Oracle
ホームのパスに置き換えます。

� httpd.confファイルの中で Includeディレクティブを再帰的に検索し、ユー

ザー定義の構成ファイルを探します。これらのファイルは、ソース Oracle ホー

ムからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。該当するファイルが

ソース Oracle ホームにあった場合、OracleAS Upgrade Assistant によって、

ソース Oracle ホームのパスがアップグレード先 Oracle ホームのパスに置き換え

られます。該当するファイルがソース Oracle ホームの外にあった場合、

OracleAS Upgrade Assistant では、元のファイルのコピーに .preUpgradeと

いう拡張子を付けてアップグレード先 Oracle ホームに保存され、ソース Oracle
ホームのファイルが新しいファイルに置き換えられます。

� LoadModuleディレクティブを再帰的に検索し、関連するモジュール・ダイナ

ミック・ライブラリを探します。これらのライブラリは、ソース Oracle ホー

ムからアップグレード先 Oracle ホームにコピーします。

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業
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Forms/Reports Services のアップグレード処理
� SSLWalletディレクティブを再帰的に検索し、Oracle Wallet を探します。こ

れらの Wallet は、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに

コピーします。

� すべての構成ファイルで ScriptAliasディレクティブまたは

ScriptAliasMatchディレクティブで名前の付けられたディレクトリおよび

ファイルを検索して、CGI スクリプトおよび fastcgi スクリプトを探し、

Optionsディレクティブ（Directoryコンテナまたは Fileコンテナで定

義）で ExecCGIオプションを探します。ソース Oracle ホームからアップグ

レード先 Oracle ホームに、ディレクトリおよびファイルをコピーします。

� DocumentRootディレクティブで指定されている（デフォルト以外の）場所で見

つかった静的ドキュメント・ディレクトリを、ソース Oracle ホームからアップ

グレード先 Oracle ホームにコピーします。DocumentRootディレクティブがデ

フォルトの場合は、静的ドキュメントはアップグレードされません。

注意注意注意注意 : Web サイトは多くの場合、Web Cache を使用して最初のリスナーとして

構成されます。その場合は、アップグレード後に、Oracle HTTP Server のリス

ニング・ポートを、対応する Web Cache ポートの値と同期化させる必要があ

ります。この設定は、3-12 ページの表 3-1「Oracle HTTP Server と Oracle 
Application Server Web Cache のポート設定」に示します。

OracleAS Upgrade Assistant では、oracle_apache.confファイルおよび

mod_plsql.confファイルはアップグレードされません。

Aliasディレクティブまたは mod_rewriteディレクティブで参照されてい

る静的ファイルはアップグレードされません。Oracle ホーム内のこのような

ファイルは、手動でアップグレードする必要があります。

Oracle 
Application 
Server Web 
Cache

� ソース Oracle ホームで webcache.xmlおよび internal.xmlを検索します。 第 3.3 項「OracleAS 
Web Cache のアッ

プグレードの完了」
（3-13 ページ）

� <source_MT_OH>/webcache/ webcache.xmlから <destination_MT_
OH>/webcache/webcache.xmlに、構成データを移動します。

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、エラー・ページ

および Wallet ファイルをコピーします。

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業
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Forms/Reports Services のアップグレード処理
� OracleAS Upgrade Assistant で、ソース Oracle ホームからアップグレード先

Oracle ホームにコピーすることによって、Wallet がアップグレードされます。

ソース Oracle ホーム以外の場所にある Wallet は、コピーする必要がありませ

ん。

Oracle Application Server Web Cache では、複数のリスニング・ポートを設定

でき、ポートごとに別々の Wallet を使用できます。オリジナル・サーバーに

接続するときは、別の Wallet（次の例では OSWALLET）を使用できます。 

<LISTEN IPADDR="ANY" PORT="4445" PORTTYPE="NORM" 
SSLENABLED="SSLV3_V2H">

      <WALLET><destination_MT_
OH>/webcache/wallets/subdir1</WALLET>

</LISTEN>

 <LISTEN IPADDR="ANY" PORT="4447" PORTTYPE="NORM" 
SSLENABLED="SSLV3_V2H">

        <WALLET>/some/other/path/wallets/default</WALLET>

 </LISTEN>

    ......

    ......

        <OSWALLET><destination_MT_
OH>/webcache/wallets/default</OSWALLET>

この例では、Oracle Application Server Web Cache で 3 つの Wallet が使用され

ています。1 番目と 3 番目の Wallet はソース Oracle ホーム内にあります。1 番

目の Wallet は <destination_MT_OH>/webcache/wallets/subdir1にコ

ピーされます。3 番目の Wallet は <destination_MT_
OH>/webcache/wallets/defaultにコピーされます。2 番目の Wallet は、

Oracle ホーム内に常駐していないため、コピーされません。アップグレード後

に、webcache.xml内の Wallet は元のディレクトリをポイントします。

� 注意注意注意注意 : Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）でイベント・ログのディレクトリの位置

（webcache.xmlファイルの ACCESSLOG LOGDIRプロパティで指定）をカス

タマイズしている場合、このカスタマイズはアップグレードされません。

� 注意注意注意注意 : Web サイトは多くの場合、Web Cache を使用して最初のリスナーとして

構成されます。その場合は、アップグレード後に、Oracle HTTP Server のリス

ニング・ポートを、対応する Web Cache ポートの値と同期化させる必要があ

ります。この設定は、3-12 ページの表 3-1「Oracle HTTP Server と Oracle 
Application Server Web Cache のポート設定」に示します。

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業
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Forms/Reports Services のアップグレード処理
mod_plsql � ソース Oracle ホームで dads.confおよび cache.confを検索します。

� ソースの各項目を解析して、結果をメモリーに保存します。

� 解析結果をアップグレード先 Oracle ホームに適用します。

� 必要に応じて、cache.confファイルの PlsqlCacheDirectoryプロパティ

で、デフォルト値（<destination_MT_OH>/Apache/modplsql/cache/）
を使用します。

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、oradav.conf
ファイルをコピーします。

 不要。

Oracle 
Enterprise 
Manager

� <source_MT_OH>sysman/emd/targets.xmlファイルで、ファイル内の

ターゲットに関連するポート・エントリを調べます。

� <destination_MT_OH>sysman/emd/targets.xmlファイル内の対応する

ポート・エントリを置き換えます。

第 3.5.2 項

「OracleAS Reports 
Services と Oracle 
Enterprise Manager
の統合」

Oracle 
Application 
Server Forms 
Services

� 次のファイルを検索します。

<source_MT_OH>/forms90/ftrace.cfg

<source_MT_OH>/forms90/java/oracle/forms/ 
registry/Registry.dat

 formsweb.cfgで使用されるユーザー定義の Oracle Application Server 
Forms Services *.htmファイル

<source_MT_OH>/forms90/search_replace.properties

<source_MT_OH>/forms90/converter.properties

<source_MT_OH>/forms90/server/formsweb.cfg

<source_MT_OH>/forms90/server/default.env

<source_MT_OH>/forms90/server/forms90.conf

<source_MT_OH>/j2ee/properties/oc4j_bi_forms.properties
（Oracle Application Server Forms Services のデプロイメント・エントリ）

formsweb.cfgおよび default.envに相当するユーザー定義の Oracle 
Application Server Forms Services 構成ファイル

第 3.4 項「Oracle 
Application Server 
Forms Services の
アップグレードの完
了」3-16 ページ

� 次のファイルに preUpgradeという接尾辞を付けたバックアップ・ファイルを

作成し、何も変更せず、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle
ホームにコピーします。

<source_MT_OH>/forms90/ftrace.cfg

<source_MT_OH>/forms90/java/oracle/forms/ 
registry/Registry.dat

 formsweb.cfgで使用されるユーザー定義の Oracle Application Server 
Forms Services *.htmファイル

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業
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� 次の各ファイルに 902という接尾辞を付加して、ソース Oracle ホームからアッ

プグレード先 Oracle ホームにコピーします。

<destination_MT_OH>/forms90/search_replace.properties

<destination_MT_OH>/forms90/converter.properties

� 次のファイルにpreUpgradeという接尾辞を付けでバックアップファイルを作

成し、ソース Oracle ホーム内のファイルからカスタマイズ内容を抽出して、

アップグレード先 Oracle ホーム内のファイルにマージします。

<source_MT_OH>/forms90/server/formsweb.cfg

<source_MT_OH>/forms90/server/default.env

<source_MT_OH>/forms90/server/forms90.conf

<source_MT_OH>/j2ee/properties/oc4j_bi_forms.properties
（Oracle Application Server Forms Services のデプロイメント・エントリ）

formsweb.cfgおよび default.envに相当するユーザー定義の Oracle 
Application Server Forms Services 構成ファイル

Oracle 
Application 
Server Reports 
Services

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、jdbcpds.conf
以外の構成ファイルをすべてコピーします。

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、リソース・ファ

イルをすべてコピーします。

� <source_MT_OH>/bin/reports.shをアップグレード先 Oracle ホームにコ

ピーし、NLS_LANG環境変数がスクリプトに含まれていない場合は追加しま

す。

� ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、Reports Server の
永続ファイルをコピーします。

第 3.5 項「Oracle 
Application Server 
Reports Services の
アップグレードの完
了」（3-18 ページ）

表表表表 1-2  OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のあるでアップグレードされるコンポーネント（処理順）と、発生する可能性のある
手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業手動アップグレード作業（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント OracleAS Upgrade Assistant で実行される処理で実行される処理で実行される処理で実行される処理 手動による作業手動による作業手動による作業手動による作業
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OracleAS インスタンスの停止
1.2  OracleAS インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止
次のコマンドを使用して、ソース Oracle ホームおよびアップグレード先 Oracle ホームのプ
ロセスをすべて停止します。

� ソース Oracle ホーム : 

1. 次のコマンドを使用して、Oracle Enterprise Manager Application Server Control
を停止します。

<source_MT_OH>/bin/emctl stop

2. 次のコマンドを使用して、OPMN および OPMN で管理されているプロセスを停止
します。

<source_MT_OH>/opmn/bin/opmnctl stopall

3. 次のコマンドを使用して、OracleAS Web Cache を停止します。

<source_MT_OH>/bin/webcachectl stop

4. ソース Oracle ホーム内で実行されているその他のプロセスをすべて停止します。

� アップグレード先 Oracle ホーム : 

1. 次のコマンドを使用して、Oracle Enterprise Manager Application Server Control
を停止します。

<destination_MT_OH>/bin/emctl stop iasconsole

2. 次のコマンドを使用して、OPMN および OPMN で管理されているプロセスを停止
します。

<destination_MT_OH>/opmn/bin/opmnctl stopall

3. アップグレード先中間層 Oracle ホーム内で実行されているその他のプロセスをす
べて停止します。
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1.3  OracleAS Upgrade Assistant の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
この項では、グラフィカル・ユーザー・インタフェースとコマンドラインそれぞれのバー
ジョンを使用したアップグレードの実行手順と、OracleAS Upgrade Assistant のロギング動
作を指定するために構成できるプロパティについて説明します。次のトピックが含まれてい
ます。

第 1.3.1 項「OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作の指定」

第 1.3.2 項「Oracle Universal Installer のインベントリの場所を複数使用する場合の
OracleAS Upgrade Assistant の起動」

第 1.3.3 項「OracleAS Upgrade Assistant（グラフィカル・ユーザー・インタフェース
（GUI）バージョン）を使用したアップグレードの実行」

第 1.3.4 項「OracleAS Upgrade Assistant（コマンドライン・バージョン）を使用したアップ
グレードの実行」

1.3.1  OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作の指定のロギング動作の指定のロギング動作の指定のロギング動作の指定
OracleAS Upgrade Assistant のロギング動作は、<destination_MT_
OH>/upgrade/iasua.propertiesファイルにプロパティを設定することによって構成で
きます。ロギングのプロパティと使用方法は次のとおりです。

� log.level: このプロパティを使用すると、OracleAS Upgrade Assistant およびすべてのコ
ンポーネント・プラグインのロギング・レベルを指定できます。たとえば、
log.level=NOTIFICATIONと指定すると、OracleAS Upgrade Assistant でアップグ
レードされるすべてのコンポーネントのロギング・レベルが NOTIFICATION に設定さ
れます。

� <plug-in name>.log.level: このプロパティを使用すると、特定のコンポーネント・プラ
グインのロギング・レベルを指定して、通常のコンポーネント・アップグレードの
log.level プロパティより優先させることができます。たとえば、
OC4J.log.level=TRACEと指定すると、OracleAS Upgrade Assistant のロギング・レ
ベルが NOTIFICATION に設定されていても、Oracle Application Server Containers for 
J2EE アップグレードのロギング・レベルは TRACE に設定されます。

� log.append: このプロパティを使用すると、既存のログ・ファイルにログ・エントリを
付加するか、ログ・ファイルを新規作成するかを指定できます。たとえば、
log.append=TRUEと指定すると、既存のログ・ファイルにログ・エントリが追加され
ます（TRUE がデフォルトです）。

注意注意注意注意 : プロパティ名では大文字と小文字が区別されます。プロパティの
値では、大文字と小文字は区別されません。
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表表表表 1-3  OracleAS Upgrade Assistant のロギング・プロパティのロギング・プロパティのロギング・プロパティのロギング・プロパティ

プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名 説明説明説明説明 有効な値有効な値有効な値有効な値

log.level OracleAS Upgrade Assistant お
よびすべてのコンポーネント・
プラグインのロギング・レベ
ル。

WARNING

NOTIFICATION

ERROR

TRACE

DEBUG

OFF

INTERNAL_
ERROR

<plug-in 
name>.log.level

特定のコンポーネント・プラグ
インのロギング・レベルで、こ
れを使用すると、通常のコン
ポーネント・アップグレードの
log.level プロパティより優先さ

せることができます。

OPMN

OHS

Web Cache

OC4J

modplsql

Oracle Enterprise 
Manager

Forms

Reports

log.append 既存のログ・ファイルにログ・
エントリを付加するか、ログ・
ファイルを新規作成するかを指
定します。

TRUE

FALSE
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1.3.2  Oracle Universal Installer のインベントリの場所を複数使用する場合ののインベントリの場所を複数使用する場合ののインベントリの場所を複数使用する場合ののインベントリの場所を複数使用する場合の
OracleAS Upgrade Assistant の起動の起動の起動の起動

Oracle Universal Installer では、Oracle 製品のインストール時に、インベントリ・ファイル
/var/opt/oracle/oraInst.loc（Linux および AIX の場合は etc/orainst.loc）が
作成されます。このファイルには、Universal Installer のインベントリ・ディレクトリの場
所（フル・パス）と、それをインストールしたユーザーのグループ名が含まれます。
OracleAS Upgrade Assistant により、ソース Oracle ホームのドロップダウン・リストに、こ
のディレクトリ、つまりデフォルトのインベントリの情報が移入されます。Oracle ホームを
個々に管理する目的で、インストール後に追加のインベントリが作成される場合もあります
（こうすることにより、Oracle Universal Installer の、1 つのインベントリですべての Oracle
ホームを追跡する機能を実行しないようにできます）。

アップグレードを実行しているコンピュータ上に、インベントリの場所のファイルが複数あ
り、デフォルト以外のインベントリの場所を選択可能にする場合は、OracleAS Upgrade 
Assistant を起動するときに -invptrloc引数を付け、アップグレードに関連する Oracle
ホームのインベントリの場所ファイルを指定する必要があります。複数のインベントリの場
所に対応するように OracleAS Upgrade Assistant を起動する構文は、次のとおりです。

グラフィカル・ユーザー・インタフェース（グラフィカル・ユーザー・インタフェース（グラフィカル・ユーザー・インタフェース（グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）バージョン）バージョン）バージョン）バージョン : 
iasua.sh [[-invptrloc <Oracle Universal Installer inventory pointer 
file>]...]

コマンドライン・バージョンコマンドライン・バージョンコマンドライン・バージョンコマンドライン・バージョン : 
iasua.sh -sourcehome <9.0.2 Oracle home path> [[-invptrloc <Oracle 
Universal Installer inventory pointer file>]...][-verbose] 
[-noprompt]

1.3.3  OracleAS Upgrade Assistant（グラフィカル・ユーザー・インタフェー（グラフィカル・ユーザー・インタフェー（グラフィカル・ユーザー・インタフェー（グラフィカル・ユーザー・インタフェー
ス（ス（ス（ス（GUI）バージョン）を使用したアップグレードの実行）バージョン）を使用したアップグレードの実行）バージョン）を使用したアップグレードの実行）バージョン）を使用したアップグレードの実行

この項では、OracleAS Upgrade Assistant GUI バージョンを使用したアップグレードの実行
方法を、手順を追って説明します。

1. 次のコマンドを使用して、OracleAS Upgrade Assistant を起動します。

<destination_MT_OH>/upgrade/iasua.sh

注意注意注意注意 : アップグレードに関連するインベントリが複数ある場合は、第
1.3.2 項「Oracle Universal Installer のインベントリの場所を複数使用する
場合の OracleAS Upgrade Assistant の起動」で説明した -invptrloc引
数を使用します。
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2. 「ようこそ」画面が表示されます。「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle ホーム」画面が表示されます。「ソース Oracle ホーム」ドロップダウン・リス
トには、使用中のコンピュータの Oracle 製品のインベントリにある、リリース 2

（9.0.2）およびリリース 2（9.0.3）の Oracle ホームの名前が表示されます。アップグ
レード先 Oracle ホームは、OracleAS Upgrade Assistant が実行されている 10g（9.0.4）
の Oracle ホームです。

ドロップダウン・リストからソース Oracle ホームを選択します。「次へ」をクリックし
ます。

4. 「アップグレード前の要件」画面が表示されます。要件がすべて満たされていることを
確認して、それぞれのチェック・ボックスを選択します。「次へ」ボタンがアクティブ
になるのは、すべてのチェック・ボックスを選択した場合のみです。

5. 「次へ」をクリックします。「コンポーネントの調査」ダイアログ・ボックスが表示され
ます。OracleAS Upgrade Assistant では、ソース Oracle ホームの各コンポーネントを調
査し、アップグレードが必要かどうか判断されます。各コンポーネントの「ステータ
ス」列には、次のいずれかが表示されます。

6. 1 つ以上のコンポーネントが失敗した場合は、調査の失敗を警告するダイアログ・ボッ
クスが表示されます。この場合はステップ 7 に進みます。

すべてのコンポーネントが成功した場合は、「サマリー」画面が表示されます。この場
合はステップ 8 に進みます。

表表表表 1-4  OracleAS Upgrade Assistant のコンポーネント調査ステータスのコンポーネント調査ステータスのコンポーネント調査ステータスのコンポーネント調査ステータス

ステータスステータスステータスステータス 意味意味意味意味

進行中 OracleAS Upgrade Assistant がコンポーネントのアップグレード

項目を調査中です。

保留 このコンポーネントは、OracleAS Upgrade Assistant が現在のコ

ンポーネントの調査を完了してから調査されます。

成功 コンポーネントのアップグレード項目はすべてアップグレード可
能です。

失敗 このコンポーネントの一部のアップグレード項目が、欠落してい
るかアップグレード条件を満たしていません。OracleAS Upgrade 
Assistant では、このコンポーネントをアップグレードできませ

ん。
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7. 次のいずれかを実行します。

� 第 2.1 項「エラーの解決」の手順を使用して、調査失敗の原因となった状況をすべ
て修正します。次に、「再試行」オプションを選択して「OK」をクリックします。

� 「不完全なアップグレードのまま継続」オプションを選択して「OK」をクリックし
ます。

� 「別のソース Oracle ホームを指定してください」オプションを選択して「OK」をク
リックし、ステップ 3 に戻ります。

� 「アップグレード処理を取り消してください」オプションを選択して「OK」をク
リックします。OracleAS Upgrade Assistant が停止します。

調査が成功した場合、または不完全なアップグレードのまま継続することを選択し
た場合は、「サマリー」画面が表示されます。

8. OracleAS Upgrade Assistant の「サマリー」画面が表示されます。プラス記号（+）を
クリックしてコンポーネントのアップグレード項目を開き、スクロールしてコンポーネ
ントを表示できます。コンポーネントをレビューして、「終了」をクリックします。

9. アップグレード中の画面が表示されます。各コンポーネントの「ステータス」列には、
次のいずれかが表示されます。

注意注意注意注意 : 「サマリー」画面は、アップグレード処理の開始前に表示される最
後の画面です。「終了」をクリックする前に、それまでの画面の選択内容
が正しいことと、リストに表示されているアップグレード項目がアップグ
レード可能な状態であることを確認してください。

表表表表 1-5  OracleAS Upgrade Assistant のアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータスのアップグレード・ステータス

ステータスステータスステータスステータス 意味意味意味意味

進行中 OracleAS Upgrade Assistant でコンポーネントのアップグレード

項目をアップグレード中です。

保留 このコンポーネントは、OracleAS Upgrade Assistant が現在のコ

ンポーネントのアップグレードを完了してからアップグレードさ
れます。

成功 このコンポーネントは正常にアップグレードされました。

失敗 OracleAS Upgrade Assistant では、このコンポーネントをアップ

グレードできませんでした。
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10. アップグレードが完了すると、「アップグレードに失敗しました」画面または「アップ
グレードに成功しました」画面が表示されます。次のいずれかを実行します。

� 「OK」をクリックして「アップグレードに失敗しました」画面を閉じ、コンポーネ
ントのアップグレードの妨げとなった状況を修正します。OracleAS Upgrade 
Assistant を再起動します。

� 「OK」をクリックして「アップグレードに成功しました」画面を閉じます。

「アップグレードに成功しました」画面には、アップグレード・ログ・ファイルの場所
が指定され、様々なコンポーネントに対してアップグレード後に行う作業が一覧表示さ
れます。

1.3.4  OracleAS Upgrade Assistant（コマンドライン・バージョン）を使用し（コマンドライン・バージョン）を使用し（コマンドライン・バージョン）を使用し（コマンドライン・バージョン）を使用し
たアップグレードの実行たアップグレードの実行たアップグレードの実行たアップグレードの実行

この項では、OracleAS Upgrade Assistant コマンドライン・バージョンを起動し、それを使
用してアップグレードを実行する方法を説明します。

1. 次のコマンドを使用して、OracleAS Upgrade Assistant を起動します。

<destination_MT_OH>/upgrade/iasua.sh -sourcehome <source_MT_
OH>

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 2.1 項「エラーの解決」および第 2.2 項「OracleAS 
Upgrade Assistant の再起動」

注意注意注意注意 : OracleAS Upgrade Assistant によるコンポーネント調査方法は、
コマンドライン・バージョンと GUI バージョンで異なります。

コマンドライン・バージョンでコンポーネントの調査が失敗した場合、
アップグレードは実行されません。

GUI バージョンでコンポーネントの調査が失敗した場合は、「再試行」、
「不完全なアップグレードのまま継続」、「別のソース Oracle ホームを指定
してください」、「アップグレード処理を取り消してください」という選択
肢が用意されています。
アップグレードの実行 1-17



OracleAS Upgrade Assistant の使用方法
アップグレード前の要件すべてを示すプロンプトが表示され、要件が満たされてい
るか確認するよう要求されます。

Oracleホームの有効性検査中

コンポーネントのプラグインの有効性検査中

コンポーネントのプラグインを初期化しています

アップグレード前の要件 :

アップグレード先 Oracleホームは、インストール以降に変更されていません

ソース OracleASインスタンスおよびアップグレード先 OracleASインスタ
ンスは実行中ではありません

ソース Oracle Enterprise Managerプロセスおよびアップグレード先
Oracle Enterprise Managerプロセスは実行中ではありません

上記のアップグレード前の各要件を満たしていることを確認してください。

アップグレード前の要件を満たしていますか。[No]Yes

注意注意注意注意 : コマンドライン・バージョンの OracleAS Upgrade Assistant を起
動する場合は、引数 -sourcehomeが必要です（この引数を指定せずに
iasua.shを実行すると、GUI バージョンが起動します）。コマンドライ
ン・バージョンを起動するときは、次の引数も任意で使用できます。

-verbose: アップグレード中に詳細情報を画面に出力します。

-noprompt: アップグレード中にプロンプトや確認画面を表示しないよう
にします（デフォルトでは、プロンプトや確認画面は表示されます）。

注意注意注意注意 : アップグレードに関連するインベントリが複数ある場合は、第
1.3.2 項「Oracle Universal Installer のインベントリの場所を複数使用する
場合の OracleAS Upgrade Assistant の起動」で説明した -invptrloc引
数を使用します。
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2. リストにある要件がすべて満たされていることを確認します。確認したら、プロン
プトに [Y]（Yes）と入力して続行します。

次のようなメッセージが表示されます（メッセージは、Oracle ホーム内のコンポー
ネントによって異なります）。

コンポーネント "Oracle Process Manager and Notification 
Server (OPMN)"を調査中

コンポーネント"Oracle Application Server Containers for J2EE 
(OC4J)"を調査中

コンポーネント "Oracle HTTP Server"を調査中

コンポーネント "OracleAS Web Cache"を調査中

コンポーネント "Oracle mod_plsql"を調査中

コンポーネント "Oracle Enterprise Manager"を調査中

コンポーネント "OracleAS Forms Services"を調査中

コンポーネント "OracleAS Reports Services"を調査中

コンポーネント "Oracle Process Manager and Notification 
Server (OPMN)"をアップグレードしています

コンポーネント"Oracle Application Server Containers for J2EE 
(OC4J)"をアップグレードしています

コンポーネント "Oracle HTTP Server"をアップグレードしています

コンポーネント "OracleAS Web Cache"をアップグレードしています

コンポーネント "Oracle mod_plsql"をアップグレードしています

コンポーネント "Oracle Enterprise Manager"をアップグレードしてい
ます

コマンドは正常に完了しました

3. ステップ 2 でエラー・メッセージが表示された場合は、第 2.1 項「エラーの解決」
の説明に従ってエラーを修正します。次に Upgrade Assistant を再起動してアップ
グレード処理を再度実行します。
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トラブルシューティ
2

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この章では、アップグレード中にエラーが発生した場合のトラブルシューティングおよび解
決方法について説明します。
ング 2-1



エラーの解決
2.1  エラーの解決エラーの解決エラーの解決エラーの解決
アップグレード処理のいずれかの段階でエラーが発生した場合、原因となった状況を修正し
てからアップグレードをやりなおす必要があります。この項は次のトピックで構成されてい
ます。

第 2.1.1 項「一般的なエラーの解決」

第 2.1.2 項「ログ・ファイルの調査」

第 2.1.3 項「Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードおよびデプロイ
メントの失敗理由」

2.1.1  一般的なエラーの解決一般的なエラーの解決一般的なエラーの解決一般的なエラーの解決
一定の状況下では、OracleAS Upgrade Assistant でアップグレードを実行できません。たと
えば、起動の構成がサポートされていない場合や、Oracle ホームで実行中のプロセスがある
場合などです。

この項では、それぞれの状況と原因を特定し、その解決方法を説明します。

2.1.1.1  OracleAS Upgrade Assistant でソースでソースでソースでソース Oracle ホームが表示されないホームが表示されないホームが表示されないホームが表示されない
OracleAS Upgrade Assistant を実行したときに、「Oracle ホーム」画面のドロップダウン・
リストにソース Oracle ホームが表示されない場合は、インストール・タイプが誤っている、
Oracle ホームが別のコンピュータ上にある、デフォルトのインベントリで Oracle ホームが
認識されていない、のいずれかの状況が考えられます。それぞれの解決方法の詳細は次のと
おりです。

インストール・タイプが誤っているインストール・タイプが誤っているインストール・タイプが誤っているインストール・タイプが誤っている

ソース中間層インスタンスのインストール・タイプがアップグレード先中間層インスタンス
と異なる場合、ソース Oracle ホームは表示されません。この場合は、ソース中間層と同じ
インストール・タイプを使用して、アップグレード先中間層を再インストールする必要があ
ります。

Oracle ホームが別のコンピュータにあるホームが別のコンピュータにあるホームが別のコンピュータにあるホームが別のコンピュータにある

ソース中間層が選択肢として表示されないもう 1 つのケースは、ソース中間層インスタンス
がアップグレード先中間層インスタンスとは別のコンピュータにインストールされている場
合です。この場合は、アップグレードするソース中間層と同じコンピュータに、アップグ
レード先中間層インスタンスをインストールする必要があります。
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エラーの解決
Oracle ホームがデフォルトのインベントリにないホームがデフォルトのインベントリにないホームがデフォルトのインベントリにないホームがデフォルトのインベントリにない

OracleAS Upgrade Assistant では、デフォルトのインベントリの場所を使用して、「Oracle
ホーム」画面のドロップダウン・リストの項目が移入されます。Oracle Universal Installer
のデフォルトのインベントリにソース Oracle ホームが表示されていない場合は、OracleAS 
Upgrade Assistant でインベントリ・ファイルの場所を指定する必要があります。第 1.3.2 項
「Oracle Universal Installer のインベントリの場所を複数使用する場合の OracleAS Upgrade 
Assistant の起動」で説明したように、-invptrlocオプションを付けて OracleAS Upgrade 
Assistant を起動し、インベントリの場所を指定します。

2.1.1.2  OPMN、、、、OC4J またはまたはまたはまたは Oracle HTTP Server のアップグレード中にのアップグレード中にのアップグレード中にのアップグレード中に
アップグレードが失敗するアップグレードが失敗するアップグレードが失敗するアップグレードが失敗する
OPMN、OC4J または Oracle HTTP Server のアップグレード中にアップグレードが失敗する
場合は、ソース・インスタンスとアップグレード先インスタンスのいずれかまたは両方で、
OPMN がまだ実行中であると考えられます。OPMN を停止してから OracleAS Upgrade 
Assistant を起動する必要があります。第 1.2 項「OracleAS インスタンスの停止」の手順に
従ってください。

2.1.2  ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査ログ・ファイルの調査
<destination_MT_OH>/upgrade/log/iasua.logファイルと表 2-1「OracleAS 
Upgrade Assistant のエラー・メッセージ」を調べると、調査やアップグレードが失敗した
原因を特定できます。

2.1.2.1  調査失敗からのリカバリ調査失敗からのリカバリ調査失敗からのリカバリ調査失敗からのリカバリ
調査失敗の原因を特定する手順は次のとおりです。

1. OracleAS Upgrade Assistant のダイアログまたはコマンドライン出力で、失敗したコン
ポーネントの名前を確認します。

2. <destination_MT_OH>/upgrade/log/iasua.logを開きます。 

3. 「component_nameの調査を開始しています。」というメッセージを検索します。

4. この「component_nameの調査を開始しています。」から「component_nameの調査
がステータス : Failureで終了しました。」までの間に表示されたメッセージを調査
します。

注意注意注意注意 : デフォルトでは、OracleAS Upgrade Assistant のロギング機能は
順次追加される形式であるため、ファイル内のメッセージは、常に最後の
インスタンスを確認する必要があります。<destination_MT_
OH>/upgrade/iasua.propertiesで log.append=FALSEと設定する
と、エントリの形式を付加でなく上書きに指定できます。
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エラーの解決
2.1.2.2  アップグレード失敗からのリカバリアップグレード失敗からのリカバリアップグレード失敗からのリカバリアップグレード失敗からのリカバリ
アップグレード失敗の原因を特定する手順は次のとおりです。

1. OracleAS Upgrade Assistant のダイアログまたはコマンドライン出力で、失敗したコン
ポーネントの名前を確認します。

2. <destination_MT_OH>/upgrade/log/iasua.logを開きます。

3. 「component_nameのアップグレードを開始しています。」というメッセージを検索し
ます。

4. この「component_nameのアップグレードを開始しています。」から「component_
nameのアップグレードがステータス : Failureで終了しました。」までの間に表示さ
れたメッセージを調査します。

表表表表 2-1  OracleAS Upgrade Assistant のエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージ

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント メッセージメッセージメッセージメッセージ 考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法

すべて ファイル filenameをアップ

グレードできません

該当するファイルがソース Oracle ホームに

なかったか、またはファイルをコピーでき
る権限がありません。ソース Oracle ホーム

およびアップグレード先 Oracle ホーム内の

ファイルに対する権限を確認し、必要に応
じて調整してください。

Oracle Application 
Server Containers for 
J2EE

J2eeDeploymentException アプリケーションの EAR ファイルが、J2EE
に 100% 準拠していません。

validateEarFileユーティリティを使用

し、準拠していない特性を特定して修正し
ます。このユーティリティの使用方法につ
いては、第 2.1.3.2 項「アプリケーションの

デプロイメントおよび J2EE 準拠の要件」を

参照してください。

Oracle Application 
Server Forms Services

ファイルの保存操作が失敗しま
した。

コピー操作が失敗しました。一部のファイ
ルは、<source_MT_OH>から現状のままコ

ピーされます（registry.dat や ftrace.cfg な

ど）。これらのファイルがすべて存在するこ
とと、コピー操作に十分な権限とディスク
領域があることを確認してください。

Oracle Application 
Server Forms Services

<formsweb.cfg> 
<default.env>ファイルの無

効なセクションです。

<source_MT_OH>内の名前付きファイルに

無効なエントリがあります。ファイルを調
べ、エラーを見つけて修正してください。

Oracle Application 
Server Forms Services

構成ファイルが無効または見つ
かりません。

<source_MT_OH>内に無効な構成ファイル

があります。ファイルを調べ、エラーを見
つけて修正してください。
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エラーの解決
Oracle Application 
Server Forms Services

Forms構成ファイル <file 
name>が無効または見つかり

ません。

Upgrade Assistant で、formsweb.cfg
ファイルで指定されている構成ファイル
（*htmファイルおよび *envファイル）、ま

たは oc4j_bi_forms.propertiesで指

定されているユーザー定義の FormsServlet
構成ファイルが見つかりません。エントリ
で指定されているすべてのファイルが有効
で、指定した場所に存在していることを確
認してください。

Oracle Application 
Server Forms Services

Formsはソース Oracleホー

ム <version number>内に構

成されていません。Formsの

アップグレードを続行できませ
ん。

ソースの OracleAS Middle-Tier インスト

レーション内に Forms Services が構成され

ていない場合、Upgrade Assistant では

Oracle Application Server Forms Services が
アップグレードされません。このメッセー
ジは無視してください。ソース Oracle ホー

ム内に Oracle Application Server Forms 
Services が構成されていない場合、アップ

グレードは不要です。

Oracle Application 
Server Forms Services

Formsはアップグレード先

Oracleホーム <version 
number>内に構成されていま

せん。Formsのアップグレー

ドを続行できません。

アップグレード先の Middle-Tier インスト

レーション内に Forms Services が構成され

ていない場合、Upgrade Assistant では

Oracle Application Server Forms Services が
アップグレードされません。アップグレー
ド先 Oracle ホーム内に Oracle Application 
Server Forms Services を構成してください。

Oracle HTTP Server
（mod_plsql）

java.io.FileNotFoundExce
ption...Apache/
modplsql/conf/dads.conf

または

java.io.FileNotFoundExc
eption...Apache/modplsq
l/conf/cache.conf

ファイルが見つかりませんでした。指定し
た場所にファイルを配置してください。

表表表表 2-1  OracleAS Upgrade Assistant のエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージのエラー・メッセージ

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント メッセージメッセージメッセージメッセージ 考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法考えられる原因と解決方法
トラブルシューティング 2-5



エラーの解決
2.1.3  Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードおよびのアップグレードおよびのアップグレードおよびのアップグレードおよび
デプロイメントの失敗理由デプロイメントの失敗理由デプロイメントの失敗理由デプロイメントの失敗理由

この項では、Oracle Application Server Containers for J2EE のアップグレードが失敗する理
由について説明します。

2.1.3.1  構成変更の要件構成変更の要件構成変更の要件構成変更の要件
アップグレード後に構成が期待どおりに実行されない場合、Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control 以外の手段で OC4J アプリケーション・ファイルに対する構成変
更が行われた可能性があります。OracleAS Upgrade Assistant で実行される OC4J アップグ
レードに含まれるのは、Oracle Enterprise Manager Application Server Control で行われた
変更のみです。手動で編集されたファイルは管理される構成の範囲外になり、アップグレー
ド時に編集内容が保持されない場合があります。

Distributed Configuration Management の dcmctl ユーティリティを使用して構成変更を行
う場合は、『Distributed Configuration Management リファレンス・ガイド』を参照して、
コマンドの正しい使用方法について手順と説明を確認してください。

2.1.3.2  アプリケーションのデプロイメントおよびアプリケーションのデプロイメントおよびアプリケーションのデプロイメントおよびアプリケーションのデプロイメントおよび J2EE 準拠の要件準拠の要件準拠の要件準拠の要件
OC4J デプロイメントでは J2EE 準拠ルールが適用されるため、OracleAS Upgrade Assistant
では、J2EE に完全に準拠していないアプリケーションがアップグレードされない場合があり
ます。OracleAS Upgrade Assistant では、ソース Oracle ホーム内のファイルを読み取って、
アップグレード先 Oracle ホームにデプロイするのみです。デプロイメントが失敗した場合
は、アプリケーションが J2EE に準拠していない可能性があります。OracleAS Upgrade 
Assistant で、なんらかの理由でアプリケーションをデプロイできない場合は、
<destination_MT_OH>/upgrade/log/iasua.log に例外が記録されます。例外の説明では、
J2EE 準拠の問題であることが明示されない場合もありますが、この問題が失敗の理由である
可能性があります。J2EE や EJB の仕様、およびアプリケーションで使用されている EJB 機
能について知っておくと、デプロイメントの失敗の回避やトラブルシューティングに役立ち
ます（10g（9.0.4）では、リリース 2（9.0.2）より新しいバージョンの EJB 仕様がサポートさ
れます）。

J2EE アプリケーションの開発は標準化されていて移植性がありますが、XML 構成ファイル
はそうではありません。1 つの OC4J アプリケーションをデプロイするために、複数の XML
ファイルを構成することが必要になる場合があり、必要な構成はアプリケーションで使用す
るサービスによって異なります。たとえば、アプリケーションでデータベースを使用する場
合は、data-sources.xml ファイル内の DataSource オブジェクトを構成する必要があります。 
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エラーの解決
EAR ファイルのファイルのファイルのファイルの J2EE 準拠の検証準拠の検証準拠の検証準拠の検証

dcmctlユーティリティには、J2EE 準拠検証コマンドがあります。EAR ファイルの名前を
入力すると、そのファイルの中で準拠していない特性が一覧表示されます。構文は次のとお
りです。

<destination_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl validateEarFile -f  <full path 
and filename for ear file>

EAR ファイルへの完全パスを指定する必要があります。

プロキシ・サーバーを使用してインターネットに接続している場合は、（Sun 社のサイトな
どにある）DTD に検証ルーチンがアクセスできるようにプロキシ設定を構成する必要があ
ります。これを行うには、プロキシのホスト名とポートを指定する ORACLE_DCM_JVM_
ARGSという環境変数を定義します。たとえば、tcshを使用する場合、コマンドは次のよう
になります。

setenv ORACLE_DCM_JVM_ARGS  "-DhttpProxy.host=www-proxy.hostname.com 
-DhttpProxy.port=9999"

hostname はホスト名、9999 はポート番号です。この環境変数を定義するメソッドはプラッ
トフォームによって異なるため、この変数の定義方法についてはご使用のシステムのマニュ
アルを参照してください。

外部ネットワークへの接続に際してファイアウォールがない場合は、コマンドに -noproxy
フラグを付けます。たとえば、次のように指定します。

<destination_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl validateEarFile -f <full path and 
filename for ear file> -noproxy

例例例例 2-1 J2EE に準拠するアプリケーションのに準拠するアプリケーションのに準拠するアプリケーションのに準拠するアプリケーションの validateEarFile コマンドと出力コマンドと出力コマンドと出力コマンドと出力

dcmctl validateEarFile -v -f simple.ear
No J2EE XML/DTD validation errors were found

例例例例 2-2 J2EE に準拠しないアプリケーションのに準拠しないアプリケーションのに準拠しないアプリケーションのに準拠しないアプリケーションの validateEarFile コマンドと出力コマンドと出力コマンドと出力コマンドと出力

dcmctl validateEarFile -v -f petstore.ear
Warning: J2EE/DTD validation errors were found
ADMN-906001   {0}   Base Exception:   
oracle.ias.sysmgmt.deployment.j2ee.exception.J2eeDeploymentException:Cannot get xml   
document by parsing /var/tmp/jar50152.tmp: Invalid element 'servlet' in content of 
'web-app',   expected elements '[servlet-mapping, session-config, mime-mapping, 
welcome-file-list,   error-page, taglib, resource-ref, security-constraint, 
login-config, security-role, env-entry,   ejb-ref]'.
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OracleAS Upgrade Assistant の再起動
アップグレード前に、すべてのアプリケーションで J2EE への準拠を全体的にレビューする
ことをお薦めします。これは、アプリケーションがデプロイ可能であるにもかかわらず、予
測できない、または好ましくないサーバー動作が発生する場合があるためです。たとえば、
application.xmlで一意なコンテキスト・ルートが定義されていることを、アプリケー
ションごとに確認します。

2.2  OracleAS Upgrade Assistant の再起動の再起動の再起動の再起動
OracleAS Upgrade Assistant は、Oracle ホームの処理の一部またはすべてを完了した後に再
起動できます。次の手順に従ってください。

1. OracleAS Upgrade Assistant の GUI バージョンを「OracleAS Upgrade Assistant（グラ
フィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）バージョン）を使用したアップグレード
の実行」の説明に従って起動するか、またはコマンドライン・バージョンを「OracleAS 
Upgrade Assistant（コマンドライン・バージョン）を使用したアップグレードの実行」
の説明に従って起動します。

前回のアップグレードの結果に応じて、OracleAS Upgrade Assistant には次のいずれか
のメッセージが表示されます。

前回のアップグレードが失敗した場合のメッセージは次のとおりです。

OracleAS Upgrade Assistantはすでにこのアップグレード先 Oracleホーム・
ディレクトリを処理していますが、正常に完了しませんでした。

前回のアップグレードが成功した場合のメッセージは次のとおりです。

OracleAS Upgrade Assistantはすでにこのアップグレード先 Oracleホーム・
ディレクトリを正常に処理しています。

2. ダイアログを閉じてアップグレードを続行します。
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アップグレードの
3

アップグレードの完了アップグレードの完了アップグレードの完了アップグレードの完了

この章では、OracleAS Upgrade Assistant の処理が終了した後で、アップグレード完了のた
めに実行が必要となる作業について説明します。こうした作業のうち、必要なものが一部に
なるかすべてになるかは、アップグレードした構成によります。この項は次のトピックで構
成されています。

第 3.1 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレードの完了」

第 3.2 項「Oracle HTTP Server のアップグレードの完了」

第 3.3 項「OracleAS Web Cache のアップグレードの完了」

第 3.4 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの完了」

第 3.5 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了」

第 3.6 項「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」

第 3.7 項「アップグレード済インスタンスでの Oracle Application Server Single Sign-On の
無効化」

第 3.8 項「アップグレード後のポートの値と portlist.ini ファイル」

第 3.9 項「アプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレード」

第 3.10 項「アップグレード済の Forms/Reports Services インスタンスの起動」

第 3.11 項「Forms/Reports Services のアップグレードの検証」

第 3.12 項「アップグレード後のソース Oracle ホームについて」
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Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレードの完了
3.1  Oracle Application Server Containers for J2EE（（（（OC4J）のアッ）のアッ）のアッ）のアッ
プグレードの完了プグレードの完了プグレードの完了プグレードの完了

OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）
のアップグレード・タスクが多数実行されます。ただし、OC4J のコンポーネントには、手
動による調整が必要なものや、OracleAS 10g（9.0.4）を使用する前に注意が必要な特性を持
つものもあります。

この項では、OC4J のいくつかのサブコンポーネントに関して、アップグレードの際の注意
点を詳細に説明します。Oracle JMS、Oracle JDBC、XML Parser for JAXP/XDK または
Oracle JSP ページを使用する場合は、この項の一部または全部のトピックが役に立ちます。

3.1.1  Oracle Application Server Java Authentication and Authorization Service
（（（（JAZN））））LDAP セキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレードセキュリティ設定のアップグレード

OracleAS Upgrade Assistant では、JAZN の設定（orion-application.xmlファイル）
はアップグレードされません。したがって、セキュリティ対策として JAZN LDAP User 
Manager を使用している OC4J アプリケーションをアップグレードした場合、アップグレー
ドを完了するには、次の手順を実行する必要があります。

1. Oracle Enterprise Manager Application Server Control を使用して、OC4J アプリケー
ションの「一般プロパティ」セクションの「ユーザー・マネージャ」で、「JAZN LDAP
ユーザー・マネージャ」を選択します。

2. OC4J アプリケーションの「セキュリティ設定」セクションの「セキュリティ・ロール」
で、「ユーザー / グループ」をソース Oracle ホームで定義されているロールと同じロー
ルにマップします。

3.1.2  JAZN ライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレードライブラリ・パス・エントリのアップグレード
Oracle Application Server 10g（9.0.4）で、jazn.jarファイルは、jazn.jarおよび
jazncore.jarの 2 つの JAR ファイルに分割されています。このため、JAZN を使用して
いる OC4J アプリケーションをアップグレード後は、両方の JAR ファイル名のライブラリ・
パス・エントリが application.xmlファイル内に必要です。

application.xmlファイルに次の両方のエントリが含まれていることを確認してくださ
い。

<library path="904 J2EE HOME/jazn.jar"/>

<library path="904 J2EE HOME/jazncore.jar"/>

ただし

<904 J2EE HOME> = <destination_MT_OH>/j2ee/home
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Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレードの完了
3.1.3  インストーラで作成されたインストーラで作成されたインストーラで作成されたインストーラで作成された OC4J インスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレード
ファイル内の OC4J インスタンスをカスタマイズしていた場合は、カスタマイズしていた設
定を手動でアップグレードする必要があります。これには、インストーラによって作成され
たインスタンス（ホーム、OC4J_WIRELESS、OC4J_DEMOS、OC4J_PORTAL、OC4J_BI_
FORMS）が含まれます。OracleAS Upgrade Assistant では、ユーザーが作成した OC4J イン
スタンスに対するカスタマイズはアップグレードされます。

3.1.4  application.xml のエントリのアップグレードのエントリのアップグレードのエントリのアップグレードのエントリのアップグレード
ライブラリ・パス、Java オプション、OC4J オプションなど、application.xml ファイル内の
エントリをカスタマイズしていた場合は、それらを手動でアップグレードする必要がありま
す。

3.1.5  jms.xml ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
jms.xml ファイルは、旧バージョンから自動的にはアップグレードされません。ソース
Oracle ホームの jms.xml ファイルで定義されていたすべてのキュー、トピックおよびコネク
ション・ファクトリを、アップグレード先 Oracle ホームの jms.xml ファイルに追加する必
要があります。

3.1.6  下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための Compatibility Test Suite（（（（CTS）互換性フラグの使）互換性フラグの使）互換性フラグの使）互換性フラグの使
用方法用方法用方法用方法

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、OC4J はデフォルトで J2EE 1.3 仕様に準拠して
います。このため、以前に実装した OC4J とは異なる動作が見られる場合があります。下位
互換性に対応するために、OC4J では CTS 準拠フラグがサポートされています。これを false
に設定すると、次のコンポーネントを以前の OC4J の動作に戻すことができます。

� Oracle JMS

� Oracle JDBC

� Oracle XML Parser for JAXP/XDK

OC4J の準拠動作は、oracle.cts.useCtsFlagsフラグで指定します。このフラグのデ
フォルト値は trueです。特定のアプリケーションにアップグレードの際に重要な問題があ
る場合は、CTS 準拠を無効にして OC4J インスタンスを以前の動作に戻すことができます。
これを行うには、OC4J プロパティ・ファイルでフラグの値を false に設定し、OC4J にプロ
パティ・ファイルの場所を提供します。

たとえば、<destination_MT_OH>/j2ee/home/config/oc4j.propertiesファイル
に次のフラグを含めることができます。

oracle.cts.useCtsFlags=false
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次の例のように、<destination_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlファイルの
<oc4j-option>要素を使用して、プロパティ・ファイルの名前と場所を OC4J に提供しま
す。

例例例例 3-1 opmn.xml ファイル内のファイル内のファイル内のファイル内の oc4j-option 要素要素要素要素

<oc4j>
...
 <oc4j-option value="-p <destination_MT_OH>/j2ee/home/config/oc4j.properties"/>
...
</oc4j>

これは、次のように OC4J をスタンドアロン・モードで起動する場合と同じです（% はシス
テム・プロンプト）。

例例例例 3-2 OC4J をスタンドアロン・モードで起動をスタンドアロン・モードで起動をスタンドアロン・モードで起動をスタンドアロン・モードで起動

% java -jar oc4j.jar -p <destination_MT_OH>/j2ee/home/config/oc4j.properties

3.1.6.1  CTS の互換性との互換性との互換性との互換性と OJMS
Oracle JMS（OJMS）の OracleAS 10g（9.0.4）実装は、J2EE 1.3 に準拠しており、一部の動
作が Oracle9iAS リリース 1（1.0.2.2）の OJMS の動作とは異なります（Oracle9iAS リリース
9.0.2 から 9.0.3 へアップグレードする場合は、このような注意点はありません）。相違点は次
のとおりです。

� JMSExpiration: OJMS 10g（9.0.4）の J2EE 1.3 に準拠した実装では、デキューされたメッ
セージの JMSExpiration ヘッダーの値は、メッセージがエンキューされたときの JMS タ
イムスタンプと TTL の合計です。これは、1970 年 1 月 1 日午前 0 時から現在のグリ
ニッジ標準時までの時間をミリ秒で表した値です。メッセージに有効期限がない場合、
この値は 0 です。

OJMS 1.0.2.2 実装では、デキューされたメッセージの JMSExpiration ヘッダーの値は、
メッセージが期限切れになるまでの時間をミリ秒で表した値です。メッセージに有効期
限がない場合、この値は -1 です。

� JMSPriority: OJMS リリース 2（9.0.4）の J2EE 1.3 に準拠した実装での優先順位は、最高
が 9、最低が 0、デフォルトが 4 です。

OJMS 1.0.2.2 実装での優先順位は、最高が java.lang.Integer.MIN_VALUE、最低が
Integer.MAX_VALUE、デフォルトが 1 です。

� 永続サブスクライバ : OJMS 10g（9.0.4）の J2EE 1.3 に準拠した実装では、どのような状
況でも、同じ名前の永続的なトピック・サブスクライバを複数使用することはできませ
ん。

OJMS 1.0.2.2 実装では、別々のトピックをサブスクライブしていれば、同じ名前の永続
的なトピック・サブスクライバを複数使用できます。
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� 強く型付けされた JMS セレクタ : JMS 1.02b の仕様および J2EE 1.3 準拠の要件に従って、
OJMS 10g（9.0.4）実装では、セレクタ式の構文に、SQL92 構文のサブセットのみを使
用します。これには次の必須制約があります。

� セレクタ式は強く型付けされています。つまり、算術比較の演算子とオペランドは
同じ型にする必要があります。「1」という文字列を整数の 1 に変換するなど、比較
のために自動的に型を変換することは禁止されています。

� 文字列とブール型の比較は、「=」、「<」および「>」に限られています。2 つの文字
列が等しくなるのは、同じ文字が同じ順序で含まれている場合のみです。

� 演算子「!=」は禁止されています。

OJMS 1.0.2.2 実装は、これらの制限の対象にはならず、またセレクタ式の構文にも
SQL92 構文のサブセットのみという制限はありません。

3.1.6.2  CTS の互換性との互換性との互換性との互換性と JDBC
Oracle JDBC の OracleAS 10g（9.0.4）実装は、J2EE 1.3 に準拠しており、一部の動作が
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）以前の JDBC の動作とは異なります。相違点は次のとおりで
す。

� NUMBER 列の Java の型 : 10g（9.0.4）では、結果セット（java.sql.ResultSetイン
スタンス）の getObject()メソッドを実行すると、精度付きの NUMBER 列には
java.lang.Double値が、精度なしの NUMBER 列には java.math.BigDecimal値
が返されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、getObject()を実行すると、あらゆる
NUMBER 列に BigDecimal 値が返されます。

� NUMBER列のメタデータ : 10g（9.0.4）では、結果セットのメタデータ・オブジェクト
（java.sql.ResultSetMetaDataインスタンス）の getColumnTypeName()メソッ
ドを実行すると、精度付きの NUMBER列には「FLOAT」が、精度なしの NUMBER列には
「NUMBER」が返されます。getColumnType()メソッドを実行すると、精度付きの
NUMBER列には java.sql.Types.FLOATが、精度なしの NUMBER列には
Types.NUMBERが返されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、getColumnTypeName()を実行すると、あ
らゆる NUMBER列に「NUMBER」が返され、getColumnType()を実行すると、あらゆ
る NUMBER列に Types.NUMBERが返されます。

� DATE 列および TIMESTAMP 列の Java の型 : 10g（9.0.4）では、結果セットの
getObject()メソッドを実行すると、DATE列には java.sql.Date値が、
TIMESTAMP列には java.sql.Timestamp値が返されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、getObject()を実行すると、あらゆる DATE
列に java.sql.Timestamp値が返されます（TIMESTAMP列はサポートされていませ
ん）。
アップグレードの完了 3-5



Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレードの完了
� 不適切な SQL 文の例外 : 10g（9.0.4）では、文オブジェクトの executeQuery()コール
に SELECT文以外の文が含まれている場合（INSERT文や UPDATE文が含まれている場
合など）、JDBC ドライバから例外が適正にスローされます。同様に、
executeUpdate()コールに SELECT文が含まれている場合も、ドライバから例外が適
正にスローされます（この場合、適切な文は UPDATE、INSERTまたは DELETEです）。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、このような状況で例外は発生しませんでした。

3.1.6.3  CTS の互換性との互換性との互換性との互換性と JAXP/XDK のののの XML パーサーパーサーパーサーパーサー
XML Parser for JAXP/XDK の OracleAS 10g（9.0.4）実装は、J2EE 1.3 に準拠しており、一
部の動作が Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）以前の XML パーサーの動作とは異なります。相
違点は次のとおりです。

� getNamespaceURI()の戻り値が NULL: 10g（9.0.4）では、getNamespaceURI()メ
ソッドを実行すると、名前空間の定義されていない要素や属性がある場合は NULL が返
されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、このような状況で getNamespaceURI()メ
ソッドを実行すると、""が返されます。

� getLocalName()の戻り値が NULL: 10g（9.0.4）では、getLocalName()メソッドを
実行すると、createElement()または createAttribute()に対する DOM レベル
1 API コールを使用して要素または属性が作成されている場合は、NULLが返されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、このような状況で getLocalName()メソッ
ドを実行すると、"Transfer interrupted!"が返されます。

� getPrefix()の戻り値が NULL: 10g（9.0.4）では、getPrefix()メソッドを実行す
ると、createElement()または createAttribute()に対する DOM レベル 1 API
コールを使用して要素または属性が作成されている場合は、NULLが返されます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、このような状況で getPrefix()メソッドを
実行すると、""が返されます。

� SAX 例外 : 10g（9.0.4）では、エラーが発生した場合、登録済のエラー・ハンドラによっ
て SAXExceptionまたは SAXParseExceptionがスローされます。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、エラーが発生すると、エラー・ハンドラに
よって XMLParseExceptionがスローされます。

注意注意注意注意 : 前述の変更が加えられた getNamespaceURI()メソッド、
getLocalName()メソッドおよび getPrefix()メソッドは、
oracle.xml.parser.v2パッケージの XMLElementクラスおよび
XMLAttrクラスにあります。
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� I/O 例外 : 10g（9.0.4）では、I/O エラーが発生すると、IOExceptionがスローされま
す。

リリース 2（9.0.2）以前のリリースでは、IOExceptionは XMLParseExceptionに
ラップされています。

3.1.7  Enterprise Java Beans のアップグレードの注意点のアップグレードの注意点のアップグレードの注意点のアップグレードの注意点
Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）から、Oracle Application Server Containers for J2EE は J2EE 
1.3 仕様に準拠し、Enterprise Java Beans（EJB）2.0 仕様を完全に実装するようになりまし
た。したがって、リリース 2（9.0.2）から 10g（9.0.4）にアップグレードする場合、コンテ
ナ管理の永続性およびコンテナ管理のリレーションシップの領域で EJB 機能を使用するアプ
リケーションには変更が必要です。

3.1.8  OC4J Java Server Pages（（（（JSP）コンテナのアップグレードの注意点）コンテナのアップグレードの注意点）コンテナのアップグレードの注意点）コンテナのアップグレードの注意点
この項では、アップグレードの影響を受ける JSP の設定について説明します。

3.1.8.1  追加インポートの有効化追加インポートの有効化追加インポートの有効化追加インポートの有効化
Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）から、OC4J JSP コンテナでは、JSP の仕様に従って、次の
パッケージがデフォルトで JSP ページにインポートされるようになりました。pageディレ
クティブのインポート設定は不要です。

javax.servlet.*

javax.servlet.http.*

javax.servlet.jsp.*

以前のリリースでは、次のパッケージもデフォルトでインポートされていました。

java.io.*

java.util.*

java.lang.reflect.*

java.beans.*

下位互換性を維持するための回避策として、JSP の extra_imports構成パラメータを使用
できます。また、pageディレクティブやグローバル・インクルードを使用して、必要なイ
ンポートを追加することもできます。これらのトピックの詳細は、『Oracle Application 
Server Containers for J2EE JavaServer Pages 開発者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Containers for J2EE Enterprise 
JavaBeans 開発者ガイド』の付録 C
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3.1.8.2  下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための下位互換性のための JSP フラグの追加設定フラグの追加設定フラグの追加設定フラグの追加設定
Oracle Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードして JSP ページを使用する場合は、
次の重要な JSP 構成パラメータに適切な設定を使用してください。

� check_page_scope

� forgive_dup_dir_attr

これらは JSP フロントエンド・サーブレットの初期化パラメータとして、
global-web-application.xml ファイルまたは application orion-web.xml ファイルで設定され
ます。1 つの例を示します。

例例例例 3-3 10g（（（（9.0.4）へのアップグレード用の）へのアップグレード用の）へのアップグレード用の）へのアップグレード用の JSP 構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

<servlet>
   <servlet-name>jsp</servlet-name>
   <servlet-class>oracle.jsp.runtimev2.JspServlet</servlet-class>
   <init-param>
      <param-name>check_page_scope</param-name>
      <param-value>true</param-value>
   </init-param>
   ...
</servlet>

JSP 構成パラメータの詳細は、『Oracle Application Server Containers for J2EE JavaServer 
Pages 開発者ガイド』を参照してください。

check_page_scope（ブール型、デフォルト : false）: このパラメータは、Oracle9iAS リ
リース 2（9.0.3）で導入されました。OC4J 環境では、trueに設定して、
JspScopeListenerユーティリティによる Oracle 固有のページスコープ・チェックを有効
にします。

このパラメータは、OC4J 以外の環境には該当しません。JServ では、Oracle 固有のページス
コープ・チェックは常に有効になっています。その他の環境では、Oracle 固有の実装は使用
されないため、JspScopeListener ページスコープ機能のかわりに checkPageScope カスタム・
タグを使用する必要があります。JspScopeListener の詳細は、『Oracle Application Server 
Containers for J2EE JSP タグ・ライブラリおよびユーティリティ・リファレンス』を参照し
てください。

forgive_dup_dir_attr（ブール型、デフォルト : false）: このパラメータは、
Oracle9iAS リリース 2（9.0.3）で導入されました。1 つの JSP トランスレーション単位（1
つの JSP ページと、includeディレクティブを使用してこの JSP ページに含まれている内
容）内の同じディレクティブ属性に重複した設定がある場合は、このパラメータを true に設
定すると、OC4J など JSP 1.2 環境のトランスレーション・エラーを回避できます。
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JSP 1.2 仕様では、ページ・ディレクティブの import属性を例外として、1 つの JSP トラン
スレーション単位内でディレクティブ属性がそれぞれ 2 回以上設定されていないことを、
JSP コンテナで検証するように指示されています。

JSP 1.1 仕様では、このような制限は指定されていませんでした。OC4J には、下位互換性の
ために forgive_dup_dir_attrパラメータがあります。

3.1.9  JDK 1.4 の問題の問題の問題の問題 : パッケージ内にないクラスを起動できないパッケージ内にないクラスを起動できないパッケージ内にないクラスを起動できないパッケージ内にないクラスを起動できない
Sun 社の JDK 1.4 環境（Oracle Application Server 10g（9.0.4）に付随の環境）に移行する際
の注意点の中に、サーブレットや JSP の開発者にとって特に重要な点があります。

Sun 社では、「コンパイラは、名前のないネームスペースから型をインポートする import 文
を拒否するようになりました」と述べています（これは、旧バージョンの JDK のセキュリ
ティ問題やあいまい性に対処するためです）。これは実質的に、パッケージ内に含まれない
クラス（クラスのメソッド）を起動できないという意味です。起動しようとすると、コンパ
イル時に致命的エラーが発生します。

この影響を特に受けるのは、自分の JSP ページから JavaBeans を起動する JSP 開発者です。
このような Bean はパッケージ外にある場合が多いためです（ただし、JSP 2.0 仕様では、コ
ンパイラの新しい要件を満たすために、Bean をパッケージ内に含めることが必須になって
います）。パッケージ外の JavaBeans を起動している場合、OC4J 9.0.3 / JDK 1.3.1 以前の環
境で構築および実行された JSP アプリケーションは、OC4J 9.0.4 / JDK 1.4 環境では動作しな
くなります。

すべての JavaBeans およびその他の起動されるクラスをパッケージ内に含めるようにアプリ
ケーションを更新するまでは、JDK 1.3.1 環境に戻してこの問題を回避するという代替策があ
ります。

注意注意注意注意 :

javac -sourceコンパイラ・オプションの目的は、JDK 1.3.1 コードを
JDK 1.4 コンパイラでシームレスに処理することですが、このオプション
は「パッケージ内にないクラス」の問題に対応していません。

OC4J でサポートおよび認証されているのは、JDK 1.3.1 および JDK 1.4 の
コンパイラのみです。server.xmlファイルに <java-compiler>要素
を追加することによって、代わりのコンパイラを指定できます。これが
「パッケージ内にないクラス」の問題の回避策になることも考えられます
が、Oracle で OC4J 用に認証またはサポートしているコンパイラは他にあ
りません（また、server.xmlファイルを Oracle9iAS 環境で直接更新す
ることは避けてください。Oracle Enterprise Manager Application Server 
Control を使用してください）。
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「パッケージ内にないクラス」の問題など、JDK 1.4 の互換性に関する問題の詳細は、次の
Web サイトを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/compatibility.html

具体的には、「Java 2 Platform, Standard Edition, v1.4.0 と v1.3 における非互換性」リンクを
クリックしてください。

3.1.10  サーブレットのサーブレットのサーブレットのサーブレットの API および動作の変更および動作の変更および動作の変更および動作の変更
Oracle Application Server 10g（9.0.4）にアップグレードしてサーブレットを使用する場合
は、サーブレットの API および動作における次の変更点に注意してください。

� getRequestURI() に関連する変更

� 転送またはインクルードのターゲットであるサーブレットのフィルタに関する変更

3.1.10.1  getRequestURI() に関連する変更に関連する変更に関連する変更に関連する変更
Oracle9iAS の前回までのリリースでは、Oracle HTTP Server がリクエストを受信すると、
URI は暗号を解除してから OC4J に渡されていました。したがって、getRequestURI()

（リクエスト・オブジェクトに対するメソッド）のレスポンスに基づいて計算を行うサーブ
レットは、一度暗号解除された値を暗黙的に受け取っていました。OC4J 9.0.4 の実装では、
Oracle HTTP Server から OC4J に、変更されないままの URI が送信され、この URI が OC4J
で、getRequestURI() の戻り値として使用されます。

Oracle HTTP Server と OC4J の間の通信で、mod_rewriteモジュールが mod_oc4jととも
に使用されている場合、mod_oc4jに送信される再書込み URI は OC4J に送信されるものと
同じであり、getRequestURI()の戻り値には mod_rewriteルールが適用されます。

mod_rewrite モジュールおよび mod_oc4j モジュールについては、『Oracle HTTP Server 管
理者ガイド』を参照してください。mod_rewrite のさらなる詳細は、Apache Server のド
キュメントを参照してください。

3.1.10.2  転送またはインクルードのターゲットであるサーブレットの転送またはインクルードのターゲットであるサーブレットの転送またはインクルードのターゲットであるサーブレットの転送またはインクルードのターゲットであるサーブレットの
フィルタリングフィルタリングフィルタリングフィルタリング
OracleAS の前回までのリリースでは、フィルタリングされたサーブレットを別のサーブ
レットに転送したり、フィルタリングされたサーブレットに別のサーブレットをインクルー
ドした場合、デフォルトでターゲットのサーブレットもフィルタリングされます。Oracle 
Application Server 10g（9.0.4）では、これはデフォルトの動作ではなくなりました。ター
ゲットのサーブレットをデフォルトでフィルタリングしないことは、サーブレットの仕様の
目的に合致します。

この動作は構成可能です。OC4J 9.0.4 実装では、oracle.j2ee.filter.on.dispatch 環境フラグ
（デフォルトでは false）に従って構成します。今後の実装では、サーブレット 2.4 の仕様の
とおり、web.xml 構成に従うことになります。
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3.2  Oracle HTTP Server のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
この項では、Oracle HTTP Server のアップグレード後に実行する必要な作業について説明し
ます。OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle HTTP Server の標準的な設定がアップグ
レードされます。構成ファイルやドキュメントの中に、標準以外の場所にあるものや、標準
以外の方法で参照されているものがある場合は、これらを手動でアップグレードする必要が
あります。このような、構成に関連して手動のアップグレードが必要なケースについては、
次に詳しく説明します。

� Oracle HTTP Server のリスニング・ポートの番号を、のリスニング・ポートの番号を、のリスニング・ポートの番号を、のリスニング・ポートの番号を、1024 未満に指定する場合未満に指定する場合未満に指定する場合未満に指定する場合 : 1024 未
満の番号のポートにバインドさせるには、HTTP Server の実行可能ファイル
apachectlに、root ユーザーの権限が必要です。次の手順に従って、実行可能ファイ
ルに root 権限を付与してください。 

1. root アカウントにログインします。

2. <destination_MT_OH>/Apache/Apache/binにナビゲートして、次のコマン
ドを発行します。

chown root .apachectl

chmod 6750 .apachectl

3. root アカウントを終了します。

� mod_osso が構成されていた場合が構成されていた場合が構成されていた場合が構成されていた場合 : mod_osso が構成されていた場合は、アップグレード
後も、osso.confファイルでは、Single Sign-On Server のリリース 2（9.0.2）パート
ナ・エントリが引き続き使用されます。Single Sign-On Server の 10g（9.0.4）パート
ナ・エントリは使用されていないため、アプリケーションのログアウト時にリンクが破
損します（URL が無効になります）。10g（9.0.4）パートナ・エントリを削除する必要が
あります。さらに、使用されているエントリの名前が古い場合（なんらかの方法でソー
ス Oracle ホームを参照している場合）は、名前を変更してください。 

� デフォルト以外の場所に構成ファイルがある場合デフォルト以外の場所に構成ファイルがある場合デフォルト以外の場所に構成ファイルがある場合デフォルト以外の場所に構成ファイルがある場合 : httpd.confファイル、mod_
oc4j.confファイル、mod_osso.confファイルおよび moddav.confファイルがデ
フォルトの場所にない場合は、ソース Oracle ホームのファイルのカスタマイズをアッ
プグレード先 Oracle ホームのファイルに適用することにより、手動でアップグレード
する必要があります。 
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� Oracle HTTP Server 構成ファイルで参照されているカスタム・ファイルやカスタム・構成ファイルで参照されているカスタム・ファイルやカスタム・構成ファイルで参照されているカスタム・ファイルやカスタム・構成ファイルで参照されているカスタム・ファイルやカスタム・
ディレクトリがある場合ディレクトリがある場合ディレクトリがある場合ディレクトリがある場合 : OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle Application Server
のアップグレード・ガイドの OHS のアップグレード項目に関する項に列挙されている
項目のみがアップグレードされるため、Aliasや mod_rewriteなどのディレクティ
ブや ErrorLogなどのログ・ディレクティブで参照されているファイルやディレクトリ
が、アップグレード後には存在しなくなる場合があります。これに該当する項目をすべ
て手動でアップグレードし、ディレクティブが参照できる場所に配置してください。
アップグレード後にこれらのファイルやディレクティブが存在しない場合、Oracle 
HTTP Server が起動しないおそれがあります。エラーを特定するには、アップグレード
後に Oracle HTTP Server を個々に起動し、<destination_MT_
OH>/Apache/Apache/logs/error_logで、これらの項目に関連付けられているエ
ラーを調べます。 

� httpd.conf ファイルおよびファイルおよびファイルおよびファイルおよび mod_oc4j.conf ファイルにファイルにファイルにファイルに Dynamic Monitoring Service
（（（（DMS）構成要素がある場合）構成要素がある場合）構成要素がある場合）構成要素がある場合 : これらの構成要素を dms.confファイルに移動する必要
があります。 

� Oracle Application Server Web Cache が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合が最初のリスナーである場合 : OracleAS Web 
Cache が最初のリスナーとして構成されている場合は、表 3-1 に列挙されている Oracle 
HTTP Server のディレクティブの値が、OracleAS Web Cache で対応している要素と同
じであることを確認してください。特に、Oracle HTTP Server の Port ディレクティブ
で、フロントエンド・ロード・バランサまたはリバース・プロキシのポート番号が指定
されていることを確認してください。したがって、Oracle Application Server Web 
Cache が使用されている場合は、Oracle HTTP Server の Port ディレクティブの値は、
OracleAS Web Cache がリスニングしているポートの値である必要があります。 

表表表表 3-1  Oracle HTTP Server とととと Oracle Application Server Web Cache のポート設定のポート設定のポート設定のポート設定

Oracle HTTP Server のディレクティブのディレクティブのディレクティブのディレクティブ Oracle Application Server Web Cache の要素の要素の要素の要素

VirtualHost サイト定義

Listen オリジナル・サーバーのポート

VirtualHost、Listen サイトとサーバーの間のマッピング

Port リスニング
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� デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの DocumentRoot ディレクトリに、アップグレード対象の静的ドキュメントディレクトリに、アップグレード対象の静的ドキュメントディレクトリに、アップグレード対象の静的ドキュメントディレクトリに、アップグレード対象の静的ドキュメント
が含まれている場合が含まれている場合が含まれている場合が含まれている場合 : OracleAS Upgrade Assistant では、DocumentRootディレクティ
ブで指定されている場所で、アップグレード対象の静的ドキュメントのファイルおよび
ディレクトリが検索されます。DocumentRootディレクティブは、静的ドキュメント
および関連するディレクトリの場所を定義します。ベース・サーバーと各仮想ホストに
は、ドキュメント・ルートの場所が 1 つずつあります。OracleAS Upgrade Assistant で
は、これらのディレクトリに含まれているファイルが、アップグレード先 Oracle ホー
ムにコピーされます。デフォルトの DocumentRoot ディレクトリ <source_MT_
OH>/Apache/Apache/htdocsには、デモンストレーション・プログラムおよびリ
リース・ノートがインストーラによって配置されているため、OracleAS Upgrade 
Assistant では、このディレクトリはアップグレードされません。このディレクトリは手
動でアップグレードする必要があります。 

3.3  OracleAS Web Cache のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了のアップグレードの完了
この項では、OracleAS Upgrade Assistant の処理が終了した後で、OracleAS Web Cache の
アップグレード完了のために実行が必要となる作業について概説します。その作業には、権
限付きポート使用の有効化やクラスタのアップグレードなどがあります。

3.3.1  webcached 実行可能ファイルを実行可能ファイルを実行可能ファイルを実行可能ファイルを root ユーザーとして実行ユーザーとして実行ユーザーとして実行ユーザーとして実行
80 および 443 のポート設定が Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Web Cache から Oracle 
Application Server 10g（9.0.4） Web Cache にアップグレードされた場合、アップグレード後
に OracleAS Web Cache は起動しません。

1024 未満のポート番号は、UNIX では権限のあるプロセス用に予約されているため、キャッ
シュ・サーバー・プロセスを開始し、これらのポートにバインドするには、10g（9.0.4）の
webcached実行可能ファイルを root として実行する必要があります。

webcached実行可能ファイルを root ユーザーとして実行するために、次のスクリプトが用
意されています。

<destination_MT_OH>/webcache/bin/webcache_setuser.sh

root ユーザーとしてシステムにログインし、このスクリプトを実行してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Web Cache 管理者ガイド』
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3.3.2  OracleAS Web Cache のクラスタのアップグレードのクラスタのアップグレードのクラスタのアップグレードのクラスタのアップグレード
OracleAS Web Cache のクラスタがある場合は、キャッシュ・クラスタ・メンバーを 1 つず
つアップグレードできます。キャッシュは引き続き機能しますが、他のクラスタ・メンバー
の構成はバージョンが異なるため、別のバージョンで動作しているキャッシュ・クラスタ・
メンバーに対しては、要求は転送されません。

たとえば、Cache_A を現在のバージョンにアップグレードした場合、Cache_B および
Cache_C のアップグレードが済んでいないと、Cache_A からキャッシュ・クラスタ・メン
バー Cache_B および Cache_C へは、要求が転送されません。

この場合、Web Cache Manager の「Operations」ページには、必要な操作が互換性のないソ
フトウェア・バージョンであると表示されます。

キャッシュ・クラスタ・メンバーをアップグレード後に、次の追加手順を実行して、クラス
タのメンバーの構成を同期化する必要があります。

1. キャッシュがまだ起動していない場合は、アップグレード済のキャッシュごとに、
OracleAS Web Cache と OracleAS Web Cache Manager を起動します。コマンドライン
で次のように入力します。

opmnctl startproc ias-component=WebCache

このコマンドを実行すると、OracleAS Web Cache のキャッシュ・サーバー・プロセス
と管理サーバー・プロセスが開始されます。

2. ブラウザで、アップグレード済のいずれかのキャッシュに関して OracleAS Web Cache 
Manager の URL を入力し、指示があったら ias_admin すなわち管理者ユーザーのユー
ザー名とパスワードを入力します。

3. ナビゲータ・フレームで、「Administration」→「Operations」を選択します。

「Operations」ページが表示されます。

4. 「Operations」ページで「Retrieve」をクリックします。

Web Cache で、リモートのキャッシュ・クラスタ・メンバーからキャッシュ固有の構成
情報が取り出されます。次に、Web Cache Manager に、必要な操作は構成の伝播であ
ると表示されます。

5. すべてのキャッシュ・クラスタ・メンバーに構成を伝播するには、「All cashes」を選択
し、「Interval」には「Immediate」を選択します。次に「Propagate」をクリックしま
す。

注意注意注意注意 : 各キャッシュ・クラスタ・メンバーで実行されている OracleAS 
Web Cache のバージョンが統一されていない場合でも、ドキュメントを無
効にすることや、無効化処理を他のクラスタ・メンバーに伝播することは
できます。ただし、無効化要求は、9.0.2 バージョンの OracleAS Web 
Cache を使用して動作しているキャッシュから送信する必要があります。
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6. 「All cashes」を選択し、「Interval」からいずれかを選択して、キャッシュを再起動しま
す。次に「Restart」をクリックします（この操作は、各キャッシュをアップグレードす
るとき、またはキャッシュ・クラスタ・メンバーをすべてアップグレードした後に実行
できます）。

3.3.3  Web Cache クラスタのリリースクラスタのリリースクラスタのリリースクラスタのリリース 2（（（（9.0.2.x）から）から）から）から 10g（（（（9.0.4））））へのアップへのアップへのアップへのアップ
グレードグレードグレードグレード

リリース 2（9.0.2.x）のキャッシュでは、10g（9.0.4）のキャッシュから無効化メッセージを
受信できません。OracleAS Web Cache クラスタを、リリース 2（9.0.2.x）と 10g（9.0.4）の
クラスタ・メンバーを混在させて使用している構成では、無効化メッセージをリリース 2
（9.0.2.x）のメンバーにのみ送信するようにロード・バランサを構成する必要があります。

キャッシュ・クラスタをリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードするとき
は、ロード・バランサの無効化プールからクラスタ・メンバーを 1 つずつ削除してからアッ
プグレードしてください。すべてのクラスタ・メンバーをアップグレードしたら、無効化
プールに戻します。例として、webche1-host、webche2-host、webche3-host および
webche4-host の 4 メンバー（すべてリリース 2（9.0.2.x）を実行）で構成されるキャッ
シュ・クラスタの前に、ロード・バランサがある構成を想定します。

このキャッシュ・クラスタをアップグレードする手順は次のとおりです。 

1. ロード・バランサの構成で、無効化に使用するプールから webche1-host を削除します。

2. webche1-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

3. ロード・バランサの構成で、無効化に使用するプールから webche2-host を削除します。

4. webche2-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

5. ロード・バランサの構成で、無効化に使用するプールから webche3-host を削除します。

6. webche3-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。

7. webche4-host をリリース 2（9.0.2.x）から 10g（9.0.4）にアップグレードします。これ
はロード・バランサの構成の最後のキャッシュ・メンバーであるため、無効化プールか
ら削除する必要はありません。

8. ロード・バランサの構成で、webche1-host、webche2-host および webche3-host を、無
効化に使用するプールに戻します。
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3.4  Oracle Application Server Forms Services のアップグレードののアップグレードののアップグレードののアップグレードの
完了完了完了完了

OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle Application Server Forms Services の構成データ
の大半が、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに移動されます。ただ
し、アップグレードが終わっても、手動による作業が残っている場合があります。この項で
は、これらの作業の実行方法について説明します。

3.4.1  tnsnames.ora ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
tnsnames.oraファイルでは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）をインストールしてから 10g

（9.0.4）にアップグレードするまでの間に、エントリの追加や変更が行われている場合があ
ります。その場合は、このファイルを手動でアップグレードして、追加または変更されたエ
ントリを 10g（9.0.4）で使用可能にする必要があります。

アップグレード後にエラーが発生した場合は、別のコンポーネントをアップグレードしたと
きに tnsnames.oraファイルが上書きされた可能性があります。エントリに欠落や誤りが
あると、次のエラーが表示されます。

ORA-12154: TNS: サービス名を解決できませんでした。

3.4.2  Forms のののの *.fmx ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
これらのファイルをソース Oracle ホーム内にデプロイしている場合は、アップグレード先
Oracle ホームの同じ場所に手動でコピーする必要があります。ファイル・システムで見たと
き、*.fmxファイルが Oracle ホームにない場合、FORMS90_PATHは OracleAS Upgrade 
Assistant によってアップグレードされ、アップグレード後に有効になるため、作業は不要で
す。

注意注意注意注意 : アップグレード後、default.envファイルに、Oracle 
Application Server Forms Services のデフォルトの環境変数およびユー
ザー定義の環境変数が含まれます。Upgrade Assistant では、ユーザー定
義の環境変数はすべて、アップグレード先 Oracle ホームの default.env
ファイルにアップグレードされます。ソース Oracle ホームの
default.envファイルでユーザーがデフォルトの変数を変更している場
合は、変更内容が抽出され、アップグレード先 Oracle ホームの
default.envファイルにインストーラが入れたデフォルトの環境変数値
に付加されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3.6 項「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」（3-21
ページ）
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3.4.3  Oracle Application Server Forms Services サーブレットのユーザー定義にサーブレットのユーザー定義にサーブレットのユーザー定義にサーブレットのユーザー定義に
よる別名のアップグレードよる別名のアップグレードよる別名のアップグレードよる別名のアップグレード

OracleAS Forms Services サーブレットの別名を、

<source_MT_OH>/j2ee/OC4J_BI_
FORMS/applications/forms90app/forms90web/WEB-INF/web.xmlで定義している
場合、これらのエントリを次のファイルに手動でコピーする必要があります。

<destination_MT_OH>/j2ee/OC4J_BI_
FORMS/applications/forms90app/forms90web/WEB-INF/web.xml

3.4.4  ユーザー定義のユーザー定義のユーザー定義のユーザー定義の OC4J インスタンスにデプロイされているインスタンスにデプロイされているインスタンスにデプロイされているインスタンスにデプロイされている
forms90app.ear のアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード

forms90app.earファイルは、デフォルトで OC4J_BI_Forms OC4J インスタンスにデプロ
イされます。Upgrade Assistant では、ユーザー定義の OC4J インスタンスと、これらのイン
スタンスの下にデプロイされているアプリケーションが、すべてアップグレード先 Oracle
ホームにアップグレードされます。

したがって、ソース Oracle ホーム内のユーザー定義の OC4J インスタンスに
forms90app.earファイルをデプロイしている場合、Upgrade Assistant では、このデプロ
イメントがアップグレード先 Oracle ホーム内の対応する OC4J インスタンスにアップグレー
ドされます。

その結果、ソース Oracle ホームのリリース 2（9.0.2） forms90app.earファイルは、アッ
プグレード先 Oracle ホームにデプロイされます。OracleAS Forms Services 10g（9.0.4）を正
常に機能させるには、10g（9.0.4）の EAR ファイルが必要なため、誤った構成になります。

したがって、forms90app.earファイルは、アップグレード先 Oracle ホームにあるアップ
グレード済の OC4J インスタンスからいったんアンデプロイし、アップグレード先 Oracle
ホームに再度デプロイする必要があります。

Oracle Application Server Forms Services 10g（9.0.4）の forms90app.earファイルは、
<destination_MT_OH>/forms90/j2eeにあります。
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3.5  Oracle Application Server Reports Services のアップグレードののアップグレードののアップグレードののアップグレードの
完了完了完了完了

OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle Application Server Reports Services のほとんどの
アップグレードが実行されます。ただし、スクリプト・ファイル <source_MT_
OH>/bin/rw*.shと構成ファイル <source_MT_OH>/reports/conf/jdbcpds.confは
処理されません。これらのファイルをカスタマイズしている場合は、アップグレード先
Oracle ホーム内の対応するファイルに、カスタマイズの内容を適用する必要があります。

また、次の手順を手動で実行することもできます。

� リリース 2（9.0.2）のキャッシュ・ファイルやキャッシュ・ディレクトリを保持するに
は、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、Reports Server の
キャッシュ・ディレクトリをコピーします。 

� Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）で Reports Server の追加イン
スタンスを監視するには、<destination_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlで
Reports Server のインスタンスを定義します。

� Oracle Enterprise Manager Application Server Control で Reports Server の追加インスタ
ンスを管理するには、<destination_MT_OH>/sysman/emd/targets.xmlで
Reports Server のインスタンスを定義します。 

注意注意注意注意 : カスタマイズの内容を適用するには、ソースのリリース 2（9.0.2）
インスタンスからアップグレード先の 10g（9.0.4）インスタンスに、カス
タマイズしたエントリをコピーする必要があります。10g（9.0.4）のファ
イルをリリース 2（9.0.2）のファイルに置換することは、ファイルが異な
るため、安全性の観点からお薦めできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Reports Services レポート Web 公
開ガイド』の「Oracle Process Manager and Notification Server および
Oracle Enterprise Manager 10g による Reports Server の構成」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle Application Server Reports Services レポート Web 公
開ガイド』の「Oracle Process Manager and Notification Server および
Oracle Enterprise Manager 10g による Reports Server の構成」
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3.5.1  Oracle Application Server Reports Services デプロイメントを含むユーデプロイメントを含むユーデプロイメントを含むユーデプロイメントを含むユー
ザー定義のザー定義のザー定義のザー定義の OC4J インスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレードインスタンスのアップグレード

OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） Business Intelligence and 
Forms の構成が、Oracle Application Server 10g（9.0.4） Business Intelligence and Forms の
構成にアップグレードされます。これらの構成外にある、デプロイされたレポートが含まれ
る OC4J インスタンスや、デプロイされたレポートを実行できるようにこれらのインスタン
スに行われたカスタマイズは、Upgrade Assistant ではアップグレードされません。

したがって、標準的な Business Intelligence and Forms OC4J インスタンス以外の OC4J イン
スタンスを使用している場合、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）でこれらのインスタンスにデ
プロイ手順を手動で実行したら、Oracle Application Server 10g（9.0.4）の対応するインスタ
ンスにも実行する必要があります。

また、これらの OC4J インスタンスを Oracle Application Server Reports Services で使用する
には、<destination_MT_OH>/opmn/conf/opmn.xmlファイルの java-options タグに、
次の Java オプションを追加する必要があります。

-Xbootclasspath^/p:<destination_MT_OH>/vbroker4/lib/vbjboot.jar

例例例例 3-4 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの java-options タグタグタグタグ

<data id="java-options" value="-Dhttp.proxyHost=www-proxy.us.oracle.com
-Dhttp.proxyPort=80"/>

例例例例 3-5 Oracle Application Server Reports Services 用に変更された用に変更された用に変更された用に変更された java-options タグタグタグタグ

<data id="java-options" value="-Dhttp.proxyHost=www-proxy.us.oracle.com
-Dhttp.proxyPort=80"
-Xbootclasspath^/p:<destination_MT_OH>/vbroker4/lib/vbjboot.jar"/>

3.5.2  OracleAS Reports Services とととと Oracle Enterprise Manager の統合の統合の統合の統合
OracleAS 10g（9.0.4） Reports Server の構成ファイルでは、<identifier>要素が暗号化さ
れており、<destination_MT_OH>/sysman/emd/targets.xmlファイル内の値と照合
されます。

アップグレード中に、OracleAS Upgrade Assistant では、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2） 
Reports Server の構成ファイルが OracleAS 10g（9.0.4） Reports の構成ファイルにコピーさ
れます。Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の <identifier>要素は、10g（9.0.4）の
targets.xmlファイル内のものとは異なるため、OracleAS Reports Services の一部の機能
はアップグレード後に動作しなくなります。
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1. <destination_MT_OH>/reports/conf/<server name>.confファイルを編集し、
<identifier>要素を変更してユーザー名とパスワードを指定し、暗号化されている
属性を noに設定します。たとえば、ユーザー名が scottでパスワードが tigerの場
合は、次のように指定します。

<identifier confidential="yes" encrypted="no>scott/tiger</identifier>

2. <destination_MT_OH>/sysman/emd/targets.xmlファイルで、TYPE="oracle_
repserv"エントリと DISPLAY_NAME="Reports Server: server name"エント
リを検索します。

3. UserNameと Passwordのプロパティを、<server name>.confファイル内の
<identifier>要素と同じ値に設定します。両方のプロパティで、ENCRYPTED属性を
FALSEに設定します。

3.5.3  Reports Services とととと OracleAS Portal の統合の統合の統合の統合
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の Reports アプリケーションでは、Oracle9iAS Portal に対し
てレポートを公開できます。デフォルトで、リリース 2（9.0.2） Reports のサーバー構成ファ
イルには、Infrastructure 内の Oracle9iAS Portal インスタンスをポイントする接続文字列が
含まれています。

OracleAS Reports Services と OracleAS Portal の統合が必要な場合は、OracleAS 10g（9.0.4） 
Business Intelligence and Forms インストール・タイプにアップグレードする必要がありま
す。10g（9.0.4）の Forms/Reports Services にアップグレード後に、スタンドアロンまたは
Infrastructure の Portal インスタンスに対してレポートを公開する場合、オラクル社では機
能の動作を保証しません。

3.5.4  Reports Services とととと Oracle Internet Directory の統合の統合の統合の統合
Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）の Reports アプリケーションでは、Oracle9iAS リリース 2

（9.0.2）の Oracle Internet Directory に接続文字列を格納し、Oracle Internet Directory 内の
接続文字列をポイントする SSOCONNパラメータを使用してレポートを実行できます。

OracleAS Reports Services と Oracle Internet Directory の統合が必要な場合は、OracleAS 
10g（9.0.4） Business Intelligence and Forms インストール・タイプにアップグレードする必
要があります。10g（9.0.4）の Forms/Reports Services にアップグレード後に、SSOCONNパ
ラメータを使用してレポートを実行する場合、レポートの要求は失敗します。この場合は、
SSOCONNパラメータをクリアテキストの接続文字列に置き換える必要があります。

注意注意注意注意 : 構成の変更は、Reports Server と Oracle Enterprise Manager の両方
を再起動して初めて有効になります。
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3.6  tnsnames.ora ファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレードファイルのアップグレード
<source_MT_OH>/network/admin/tnsnames.oraファイルには、様々なデータベース
の接続情報が含まれています。これは Oracle Application Server の複数のコンポーネントで
共有されています。

このファイルを調べて、10g（9.0.4）インストレーション内のコンポーネントの操作に必要
であるにもかかわらず、<destination_MT_OH>/network/admin/tnsnames.oraファ
イル内に存在していないエントリがないか判断する必要があります。たとえば、Oracle9iAS
リリース 2（9.0.2）のインストール以降に他のデータベースにアクセスするためのエントリ
が追加されている場合や、Infrastructure Services リポジトリのエントリがなんらかの方法で
変更されている場合が考えられます。

新規のエントリや変更済のエントリが存在する場合、アップグレードには、個々のエントリ
を付加する、またはファイル全体をコピーする、という 2 つの選択肢があります。

3.6.1  新規および変更済エントリの新規および変更済エントリの新規および変更済エントリの新規および変更済エントリの 10g（（（（9.0.4）））） tnsnames.ora ファイルへの付加ファイルへの付加ファイルへの付加ファイルへの付加
新規および変更済のエントリをすべて、<destination_MT_OH>/network/ 
admin/tnsnames.oraファイルにコピーします。

3.6.2  Oracle9iAS リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）））） tnsnames.ora ファイルのファイルのファイルのファイルの 10g（（（（9.0.4）イン）イン）イン）イン
ストレーションへのコピーストレーションへのコピーストレーションへのコピーストレーションへのコピー

この作業を行っても、他のコンポーネントで追加または変更されたエントリが削除されるこ
とはないと確信できる場合は、ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、
tnsnames.oraファイル全体をコピーして、EXTPROC_CONNECTION_
DATA.US.ORACLE.COMエントリ（10g（9.0.4）で導入）をリストアできます。

ファイル全体をコピーしてアップグレードする手順は次のとおりです。

1. <source_MT_OH>/network/admin/tnsnames.oraおよび <destination_MT_
OH>/network/admin/tnsnames.oraのバックアップを作成します。

2. ソース Oracle ホームからアップグレード先 Oracle ホームに、tnsnames.oraファイル
全体をコピーします。

3. ステップ 1 で作成した 10g（9.0.4）のバックアップ・ファイルから Oracle9iAS リリース
2（9.0.2）ファイルに、（データベースでの外部プロシージャの実行に使用する）
EXTPROC_CONNECTION_DATA.US.ORACLE.COMエントリをコピーします。
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3.7  アップグレード済インスタンスでのアップグレード済インスタンスでのアップグレード済インスタンスでのアップグレード済インスタンスでの Oracle Application Server 
Single Sign-On の無効化の無効化の無効化の無効化

ソース Oracle ホームからアップグレードされたアプリケーションの一部は、ソース Oracle
ホームの OracleAS Single Sign-On を使用するように構成されている場合があります。
OracleAS Single Sign-On は、Forms/Reports Services インストール・タイプでは使用されな
いため、アップグレード後にアップグレード先 Oracle ホームで無効にする必要があります。

3.7.1  Oracle HTTP Server でのでのでのでの Oracle Application Server Single Sign-On の無効化の無効化の無効化の無効化
Oracle HTTP Server で Oracle Application Server Single Sign-On を無効にするには、
<destination_MT_OH>/Apache/Apache/conf/httpd.confファイル内で、mod_
osso.confファイルの Include ディレクティブを、次のようにコメント・アウトする必要
があります。

#include "<destination_MT_OH>/Apache/Apache/conf/mod_osso.conf"

3.7.2  OracleAS Reports Services でのセキュリティ・サービスの無効化でのセキュリティ・サービスの無効化でのセキュリティ・サービスの無効化でのセキュリティ・サービスの無効化
デフォルトで、OracleAS Reports Services は OracleAS Single Sign-On に対して有効になっ
ています。これをアップグレード後に無効にするには、セキュリティ関連の構成要素を含む
ファイルを編集する必要があります。

3.7.2.1  サーバーの構成ファイルの編集サーバーの構成ファイルの編集サーバーの構成ファイルの編集サーバーの構成ファイルの編集
インプロセス・サーバーと Reports Server の構成ファイルを編集して、セキュリティ・タグ
を削除する必要があります。

インプロセス・サーバーの構成ファイルは次のとおりです。

<destination_MT_OH>/reports/conf/rep_<host name>.conf

Reports Server の構成ファイルは次のとおりです。

<destination_MT_OH>/reports/conf/<server name>.conf

これらのファイルで OracleAS Single Sign-On を無効にするには、次の処理を行う必要があ
ります。

� セキュリティ・タグをコメント・アウトします。

� ジョブ・タグから securityId属性を削除します。 
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3.7.2.2  サーブレットのプロパティ・ファイルの編集サーブレットのプロパティ・ファイルの編集サーブレットのプロパティ・ファイルの編集サーブレットのプロパティ・ファイルの編集
サーブレットのプロパティ・ファイルは次のとおりです。

<destination_MT_OH>/reports/conf/rwservlet.properties

このファイルで SINGLESIGNON=NOと設定する必要があります。

3.7.3  Single Sign-On なしでのなしでのなしでのなしでの OracleAS Forms Services アプリケーションの使アプリケーションの使アプリケーションの使アプリケーションの使
用方法用方法用方法用方法

Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）で、OracleAS Forms Services が OracleAS Single Sign-On と
ともに実行するように構成されていた場合、アップグレード後、Single Sign-On の構成情報
は、OracleAS 10g（9.0.4） Forms and Reports Services インストレーションでは使用できませ
ん。アップグレード後に OracleAS Forms Services アプリケーションにアクセスすると、ダ
イアログ・ボックスが表示され、ログイン情報の入力が求められます。ユーザーは、アクセ
スするたびに、ダイアログ・ボックスに情報を入力する必要があります。

共通のユーザー名とパスワードが設定されているアプリケーションでは、<destination_
MT_OH>forms90/server/formsweb.cfgファイルのアプリケーション・セクションに接
続文字列を指定して、ログインのダイアログ・ボックスが表示されないようにすることがで
きます。

3.8  アップグレード後のポートの値とアップグレード後のポートの値とアップグレード後のポートの値とアップグレード後のポートの値と portlist.ini ファイルファイルファイルファイル
中間層を OracleAS 10g（9.0.4）にアップグレードすると、アップグレードされたインスタン
スでは、Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）インスタンスで使用していたのと同じポートが使用
されるようになります。このままではポートが競合するため、アップグレード後、ソース中
間層とアップグレード先中間層の両方のインスタンスは同時に起動できません。

<destination_MT_OH>/install/portlist.iniファイルには、アップグレード後の
ポート設定は反映されず、アップグレード前にインストーラによって割り当てられたポート
の値が列挙されます。表 3-2 に、Oracle HTTP Server、Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control および Oracle Application Server Web Cache の、アップグレード
前とアップグレード後の値を示します。

表表表表 3-2  アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント ソースソースソースソース Oracle
ホームのポートホームのポートホームのポートホームのポート

インストーラによって割り当てインストーラによって割り当てインストーラによって割り当てインストーラによって割り当て
られ、られ、られ、られ、portlist.ini ファイルに記ファイルに記ファイルに記ファイルに記
録されるアップグレード先録されるアップグレード先録されるアップグレード先録されるアップグレード先
Oracle ホームのポートの値ホームのポートの値ホームのポートの値ホームのポートの値

アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の
ポートの値ポートの値ポートの値ポートの値

Oracle HTTP 
Server

ポート :  7777

リスニング用ポー
ト :  7778

ポート :  7783

リスニング用ポート :  7784

ポート :  7777

リスニング用ポート :  
7778
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3.9  アプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレードアプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレードアプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレードアプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレード
アプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレード処理には、2 つの段階があります。
まず、クラスタ内の 1 つのインスタンスの構成を、ソース Oracle ホームから、アップグ
レード先 Oracle ホーム内に新規にインストールされた 10g（9.0.4）中間層インスタンスに
アップグレードする必要があります。次に、新規のアップグレード先 Oracle ホームで追加
のインスタンスをインストールおよびクラスタリングして、クラスタを再構築します。

次の手順に従って、アプリケーション・サーバーのクラスタをアップグレードします。

1. 次のコマンドを使用して、アップグレードするインスタンスのインスタンス名を特定し
ます。

<source_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl listinstances

2. 次のコマンドを使用して、ソース・インスタンス内のプロセスをすべて停止します。

<source_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl shutdown

3. 次のコマンドを使用して、アップグレード先インスタンス内のプロセスをすべて停止し
ます。

<destination_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl shutdown

4. 1-14 ページの第 1.3.3 項「OracleAS Upgrade Assistant（グラフィカル・ユーザー・イン
タフェース（GUI）バージョン）を使用したアップグレードの実行」または 1-17 ページ
の第 1.3.4 項「OracleAS Upgrade Assistant（コマンドライン・バージョン）を使用した
アップグレードの実行」の手順に従います。

Oracle Enterprise 
Manager 
Application 
Server Control

1810 1812 1812

Oracle 
Application 
Server Web 
Cache

管理用ポート :  
4000

無効化用ポート :  
4001

統計用ポート :  
4002

管理用ポート :  4003

無効化用ポート :  4004

統計用ポート :  4005

管理用ポート :  4000

無効化用ポート :  
4001

統計用ポート :  4002

表表表表 3-2  アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値アップグレード前とアップグレード後のポートの値

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント ソースソースソースソース Oracle
ホームのポートホームのポートホームのポートホームのポート

インストーラによって割り当てインストーラによって割り当てインストーラによって割り当てインストーラによって割り当て
られ、られ、られ、られ、portlist.ini ファイルに記ファイルに記ファイルに記ファイルに記
録されるアップグレード先録されるアップグレード先録されるアップグレード先録されるアップグレード先
Oracle ホームのポートの値ホームのポートの値ホームのポートの値ホームのポートの値

アップグレード後のアップグレード後のアップグレード後のアップグレード後の
ポートの値ポートの値ポートの値ポートの値
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アプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレード
5. 次の項に記載されている手順のうち、アップグレード対象の構成に該当するものに従い
ます。

第 3.1 項「Oracle Application Server Containers for J2EE（OC4J）のアップグレードの
完了」（3-2 ページ）

第 3.2 項「Oracle HTTP Server のアップグレードの完了」（3-11 ページ）

第 3.3 項「OracleAS Web Cache のアップグレードの完了」（3-13 ページ）

第 3.4 項「Oracle Application Server Forms Services のアップグレードの完了」（3-16
ページ）

第 3.5 項「Oracle Application Server Reports Services のアップグレードの完了」（3-18
ページ）

第 3.6 項「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」（3-21 ページ）

第 3.7 項「アップグレード済インスタンスでの Oracle Application Server Single 
Sign-On の無効化」（3-22 ページ）

第 3.9 項「アプリケーション・サーバーのクラスタのアップグレード」（3-24 ページ）

6. 次のコマンドを使用して、Oracle Enterprise Manager Application Server Control を起
動します。

<destination_MT_OH>/bin/emctl start iasconsole

7. OracleAS インスタンスのホーム・ページを表示します。

8. 3-26 ページの第 3.10 項「アップグレード済の Forms/Reports Services インスタンスの
起動」の手順に従って、アップグレード済のインスタンスを起動します。

9. 次のコマンドを使用して、クラスタを作成します。

<destination_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl createcluster <name of 
cluster>

10. 次のコマンドを使用して、アップグレード済のインスタンスをクラスタに結合します。

<destination_MT_OH> /dcm/bin/dcmctl joincluster -cl <name of 
cluster>

11. 次のコマンドを使用して、追加のインスタンスをそれぞれクラスタに結合します。

<destination_MT_OH>/dcm/bin/dcmctl joincluster -cl <name of 
cluster>
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アップグレード済の Forms/Reports Services インスタンスの起動
12. アップグレード後の構成で、要求のルーティングに mod_oc4j.confが使用されていた
場合は、次の手順を実行します。

a. いずれかのインスタンスで <destination_MT_
OH>/Apache/Apache/conf/mod_oc4j.confファイルを表示して、Oc4jMount
ディレクティブでインスタンス名とクラスタ名を確認します。

b. インスタンス名（および必要に応じてクラスタ名）を、アップグレード済のインス
タンスのインスタンス名に変更します。

c. 新規クラスタのインスタンスごとに、mod_oc4.confファイルに Oc4jMountディ
レクティブをコピーします。

d. Oc4jMountディレクティブの URL パターンを照合する要求が、正しいインスタン
スにルーティングされることを確認します。

3.10  アップグレード済のアップグレード済のアップグレード済のアップグレード済の Forms/Reports Services インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの
起動起動起動起動

OracleAS Upgrade Assistant の処理が終了し、各種の手動アップグレード作業を完了した後
に、アップグレード済の Forms/Reports Services インスタンスを起動します。

次の手順に従って、中間層インスタンスを起動します。

1. 次のコマンドを使用して、アプリケーション・サーバーのコンポーネントを起動しま
す。

<destination_MT_OH>/opmn/bin/opmnctl startall 

Oracle Process Management and Notification およびこれで管理されるすべてのプロセス
が起動します（Distributed Configuration Management、Oracle HTTP Server、OC4J イ
ンスタンス、OracleAS Web Cache、Oracle Application Server Forms Services、Oracle 
Application Server Reports Services など）。

2. 次のコマンドを発行して Application Server Control を起動します。

<destination_MT_OH>/bin/emctl start iasconsole

3.10.1  Oracle Call Interface のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決のコンポーネント・エラーの解決
アップグレードが成功したにもかかわらず、Oracle Call Interface を使用するコンポーネント
が正常に機能しない場合は、tnsnames.oraファイルがアップグレードされていないか、
不適切なアップグレードが行われた可能性が考えられます。3-21 ページの第 3.6 項
「tnsnames.ora ファイルのアップグレード」にある説明とアップグレード方法を参照して、
このファイルを使用するコンポーネントに必要なエントリが、すべてファイル内に含まれて
いるか確認してください。
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Forms/Reports Services のアップグレードの検証
3.11  Forms/Reports Services のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証のアップグレードの検証
この項では、アップグレードが成功したことを検証するために、アップグレード後に実行す
る作業について説明します。

3.11.1  中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認中間層コンポーネントの動作の確認
次の手順に従って、アップグレードした中間層コンポーネントが起動していることを確認し
ます。

1. ブラウザで URL を入力して、10g（9.0.4）中間層 Oracle ホーム内の Oracle Enterprise 
Manager Application Server Control にアクセスします。ホスト名とポート番号の指定
は正確に行ってください。たとえば、次のように指定します。

http://midtierhost.mycompany.com:1812

Oracle Enterprise Manager のページが表示されます。「スタンドアロン・インスタンス」
セクションに、中間層インスタンスのリンクが表示されます。

2. リンクをクリックします

「システム・コンポーネント」ページが表示されます。

3. コンポーネントが実行されていることを確認します。

4. 使用中のコンポーネントの構成情報が、10g（9.0.4）の Oracle ホームに反映されている
ことを確認します。

3.11.2  有効な有効な有効な有効な URL の確認の確認の確認の確認
次の手順に従って、Oracle HTTP Server およびアプリケーションの URL にアクセスできる
ことを確認します。

1. URL を入力して、前回のリリースと同じホストおよびポートの Oracle HTTP Server に
アクセスできることを確認します。ホスト名とポート番号の指定は正確に行ってくださ
い。たとえば、次のように指定します。

http://midtierhost.mycompany.com:7777

2. 前回のリリースで操作していたアプリケーションの URL にアクセスできることと、ア
プリケーションが前回のリリースと同様に機能していることを確認します。
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アップグレード後のソース Oracle ホームについて
3.12  アップグレード後のソースアップグレード後のソースアップグレード後のソースアップグレード後のソース Oracle ホームについてホームについてホームについてホームについて
アップグレード処理では、ソース Oracle ホームは変更されません。インストール・タイプ
や今後のニーズに応じて、ソース Oracle ホームを削除することも、特定の理由のために残
すこともできます。この項では、ソース Oracle ホームを使用中止にする方法や残す理由に
ついて、再使用する場合に必要な手順を含めて説明します。

3.12.1  ソースソースソースソース Oracle ホームの使用中止ホームの使用中止ホームの使用中止ホームの使用中止
アップグレードが成功し、必要なバックアップがすべて揃っていて、ソース Oracle ホーム
を二度と使用しないことが確実な場合は、ソース Oracle ホームからファイルを削除してか
まいません。Oracle Universal Installer を使用して、インスタンスを削除してください。

コンピュータに 10g（9.0.4）インスタンスも存在する場合にリリース 2（9.0.2）またはイン
スタンスを削除するには、パッチが必要です。また、構成によっては、削除に関連する問題
があります。

3.12.1.1  アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保持アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保持アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保持アプリケーション・ファイルおよびログ・ファイルの保持
ソース Oracle ホーム内に、アップグレード先 Oracle ホームで参照または使用されているア
プリケーション・ファイルまたはログ・ファイルがある場合は、これらのファイルをいった
ん別の場所に移動してからソース Oracle ホームを使用中止にしてください。また、アップ
グレード先 Oracle ホームで、ファイルへの参照を新しい場所に変更する必要があります。

注意注意注意注意 : ソース Oracle ホームを残す場合、アップグレード先 Oracle ホー
ムと同時に操作することはできません。これは、アップグレード後、一部
のコンポーネントではポートの値が同じになるためです。3-23 ページの第
3.8 項「アップグレード後のポートの値と portlist.ini ファイル」を参照し
てください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle9i Application Server のインストレーション・ガイド

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Application Server 10g のインストレーション・ガイド
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